
第4常木崎遺跡の関査
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第34図 2区SEOl出土遺物実測図2(5：縮尺l/6, 6~12:縮尺1/10,13:縮尺1/4)

蓋 1点、脚台 1点を図示する（第35図、第17表）。壺(1 • 2 • 6)はいずれも有段口縁を呈し、口縁部外

面に擬凹線を施す。鉢は、外傾する有段口縁をもつ在地系のもの(7)と、外面下端に刻みを施す受口状

口縁をもち、胴部上半は直線文と刺突列点文で加飾する近江系に属するもの(8)がある。胴部(3)は外

面にヘラ描き文様がみられる。蓋（4)と脚台（5）はハの字状にひらく器形を呈する。

3 遺構外出土磁物

僅かに古墳時代後期の須恵器が出土するが、図化できたのは全て弥生土器で、甕 ．壺 ・高坪 ・装飾器

台 ・鉢がある（第36図、第17表）。弥生時代後期後半から末にかけての所産である。在地系の土器が大半
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第3節 3区

を占めるが外来系とみられるものもある。 1点はくの字状口縁の甕（2）で、胴部外面にタタキ調整を施

す。もう 1点は東海系と考えられる広口壺(5)で、口縁端部に断面三角形の粘土帯を貼り付けて拡張し

た面を直線文と円形浮文で飾り、その下位に直線文を施す。頸部には突帯を貼り付けて刻みを巡らす。

二＿：：／主□言＼＼こニロロ
1三べmこロニこ一□

2区遺構出土遺物実測図（縮尺1/4)
1 ~5 : SK05. 6 : SK05 • SP49. 7 : SP45, 8 : SDOS 
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第 3節 3区

遺構は、柱穴列 1列、柱穴50基、溝5条、自然流路 1条を検出した。 1• 2区の状況と併せて考えれ

3区の北半を占める自然流路SROlが古墳時代後期以降の集落の北限であったと推定される。

柱穴列

柱穴列 1（第37• 38図） B15からD15グリッドにかけて位置する。直線上に 4基の柱穴が並ぶもので、

全長7.76m、柱間寸法は2.40~2.80mを測る。軸はN68°Wである。柱穴は楕円形または隅丸方形を呈し、

長軸0.55~0.64m、短軸0.52~0.90m、深さ0.17~0.26mを測る。 SP68は底面に礎板を設置しており、礎

板は長辺0.26m、短辺0.06m、厚さO.Olmを測る。柱穴4基とも弥生土器が少祉出土し、 SP70では平安

時代の土師器椀．皿類も出土しているが図示できるものはない。

出土遺物から考えれば、平安時代に帰属する可能性が高い。

ー
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第4幸木崎遺跡の調査

2 追構出土遺物

柱穴の出土遺物は、弥生時代後期後半から末にかけての甕、古墳時代後期の須恵器の杯H、平安時代

の土師器椀、土錘、木簡、加工木、柱根を図示する（第40図、第17• 18 • 21表）。

弥生土器の甕はどちらも有段口縁を呈し、中型で口縁部が外傾するもの(1)と、大型で口縁端部が外

反する もの(7)とがある。須恵器の杯H(11)は、 口縁部が反り気味に内屈し、口縁端部は丸くおさめる。

TK209型式期に相当し、6世紀末から7世紀初頭の時期のものと考えられる。土師器の椀(8 • 9)は口縁

端部付近で外反する器形を呈し、底部外面に回転糸切り痕を有する。時期は10世紀中頃に比定される。
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第37図 3区遺構配置図（縮尺1/150)

第12表 3区主要遺構一覧表
遺構名 グリッド 種別 形状 規模(m) 出土遺物 傭考 挿図ぬ
SP61 C15・015 柱穴 平面形．円形 直径0.94深さ0.09 弥生土彗 第37・41図

断面形角 が縄やかな逆台形
SP63 015 柱穴 平面形．円形断面形．半円形 長軸0.37短軸0.34深さ0.25 柱根 第37・41図
SP76 C15・015 柱穴 平面形：隕円形断面形：U字状 長軸1.15短軸0.82深さ0.32 弥生土器・柱根 SK03を切る 第37・41図
SP86 014 柱穴 平面形：槽円形 断面形：2段掘り長輪0.80短輪0.76深さ0,24 弥生土器・灰釉陶器（平安） 第37・41図

木製品
SP95 014 柱穴 平面形：瓢皐形断面形：半円形 I長馳0.68短軸0.65深さ0.11 弥生土器・土鍾 第37・41図
SP96 015 柱穴 平面形：円形 直径0.49深さ0.18 弥生土器 第37・41図

断面形：角が緩やかな逆台形

SP99 815 柱穴 平面形・円形 直径0.70深さ0.25 弥生土器・須恵器ほ5墳後期） 第37・41図
断面形・角が緩やかな逆台形 土師器（平安）

SP100 D14 柱穴 平面形：槽円形 断 面 形：浅皿状 長軸0.45短軸0.36深さ0.11 弥生土塁・柱根 第37・41図
SP102 815 在 9ヽ 平面形：槽円形 断 面 形：U字状 長軸0.68短軸0.51 深さ0.11 弥生土塁・須恵器（古墳後期） 第37・41図
S009 C14 溝 断面形・浅皿状 幅0.37~0.57深ざ）．00~0.13 須恵器（古墳後期）•土節塁（平流水方向：東一西 第37・42図

安） •土錘
SD11 815 溝 断面形• U字状 幅0.30~0.51 深さll.09~0.18 須恵器（古墳後期•平安） 流水方向：南西ー北東 第37・42図

土師暑5平安） SPSOに切られる
SD13 D14・015 讀 断面形：U字状 幅0.66~0.98深さll.22 弥生土塁・土緬彗（古墳前期・流水方向：南東→北西 第37・42・43図

器平（安平）安・須）・恵木器製（平品安）・灰釉陶 SR01に切られる

S014 C15 溝 断面形 浅皿状 1幅0.29~0.42深さ0.09~0.16 弥生土器•土師I•土器錘（平安）・灰 流水方向：西ー東 第37・42図
釉陶器（平安） SP83を切る

S015 A15・815 自然流路 断面形．半円形 幅不明深さ0.12 認土器•土箇器（古墳後期・ 流水方向：南ー北 第37・42図
）・竃形土襲品（古墳後 謁査区外にのびる

期） ・須恵器（古墳後期•平安）
SD24 C8~D8 自然流路 断面形：浅皿状 幅0.30~0.51 深さIJ.09~0.18 弥生土塁・須恵器（古墳後期・ 流水方向：南ー北東 第37・42図

平安） SR01に切られる
SROl C7~C9 自然流 断面形．浅皿状 幅1.55~4.60 深~l.19~0.49 弥生土塁・土鰯器（古墳後期・ 流水方向：東ー北西 第37・38・42・

路〈河川） 平安〉・須恵器（平安）・灰釉陶 43図
器（平安） •土錘・石器・石製
品・木製品
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第38図 3区柱穴列 1実測図（縮尺1/80)

第3節 3区

こ三：
2．肉迦

•へ'灰――

SP68 
1 2.5Y3/1 黒褐色粘質土
2 2.5Y3/1 黒褐色粘質土
SP84 
3 2.5Y2/1 黒色粘質土
SP70 
4 2.5Y2/1 黒色粘質土
SP77 
5 2.5Y3/2 黒褐色粘質土
6 5Y3/1 オリ ープ黒色粘質土
SDll 
7 7.5Y4/1灰色砂質土
8 7.5Y3/l オリ ープ黙色粘質土
SP71 
9 2.5Y3/2 黒褐色粘質土

0 Im 
I I l 

土錘（6）は管状土錘である。加工木(4)は断面方形で棒状を呈し、下半部は2方向から加工して尖らせ

る。上部は欠損する。木簡（5）は付札木簡で、 「口□籾一石」と墨書される。頭部は山形に整形され、上

端の左右に切り込みを入れて下端を尖らせている。板目材である。柱(2・3・10)は芯持材である。

溝や自然流路の出土遺物には、弥生時代後期後半から古墳時代前期の土器、古墳時代後期の土師器 ・

須恵器、平安時代の土師器 ・須恵器 ・灰釉陶器、土錘、石器 ・石製品、木製品がある（第42• 43図、第

17 • 18 • 20 • 21表）。

弥生土器は甕 ．壺 ・高坪 ・器台 ・装飾器台 ・蓋 ・小型土器などがあり、後期後半を主体とする。古墳

時代前期に比定されるのは土師器の壺（5）で、くの字状口縁に球形の胴部をもつ。

竺冒／ sp〔〕［
双蜘

一SP63 1 5¥3/1 オリープ異色柑質土
2 5¥4/1灰色粘質土
3 5Y3/2 が）ーブ焦色粘質土

辛

第39図 3区柱穴実測圏（縮尺1/40)

SP76 
1 5Y3/l オリープ黒包砂質土
2 7.5Y3/1 オリープ黒包帖質土
3 7.5Y3/1 オリープ黒も枯質土
4 5Y5/4 オリープ枯質土
5 7.5Y4/1灰色砂質土
6 7.5Y4/1灰色砂質土

0 Im 

l, I I I i =ゴ

□]: 
2.7幽

一SP86 2 7.5Y4/l灰色粘質土
I 5Y4/1 灰色．粘只土 3 5Y3/2 オリープ厘り讃土

SPlOO 

-e]): 
2.寧

→奇
SPlOO 
I 5Y3/] が｝ープ毘りも質土
2 5¥4/1灰色粘質土
3 5Y3/2 か｝ープ需鰈質土
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第40図 3区土坑・柱穴出土遺物実測図（1• 6~9 •11 : 縮尺1/4, 2 • 3 • 10：縮尺1/8, 4 • 5 :縮尺1/2)
1 : SP61 • SK05, 2 : SP63, 3 : SP76, 4 • 5 : SP86. 6 : SP95, 7 : SP96. 8 • 9 : SP99, 10 : SPlOO. 11 : SP102 
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第4常木崎遺跡の関査

古墳時代後期の須恵器江H(12)と高坪（2）は、 TK209からTK217型式期に比定される。籠形土製品

の基部(29)も同時期と考えられる。30は寵形土製品の口縁部と推測され、時期がやや下る可能性がある。

平安時代の遺物は多様である。土師器は底部外面に回転糸切り痕が残る。椀は10世紀代のものが主で、

器形は口縁端部付近で外反するもの(14• 33 • 34 • 36 • 38)と口縁部が内湾気味にのびるもの(6• 35 • 

37)がある。法塁が小さいもの(14)がやや新しいと考えられ、 10世紀末から11世紀初頭に比定される。

皿は口縁部が内湾気味に立ち上がる器形で、器壁がほぽ同じ厚さで推移するもの(15)と、口縁端部に向

かって先細りとなるもの(10)がある。前者は10世紀末から11世紀初頭、平高台をもつ後者は11世紀代と

考えられる。須恵器は2時期あり、坪B(3) ・坪(39)・甕（43)は9世紀に比定される。杯は箱形の器形

を呈する。底部外面に回転糸切り痕を有する椀（7,・13• 40~42)は10世紀に比定される。口縁端部付近

で外反する器形(7• 13 • 41)と直線的にひらく器形(40• 42)があり、このうち 2点(41• 42)は平高台の

底部をもつ。灰釉陶器は全て貼り付け高台を有し、三角高台(46)と、稜が不鮮明な三日月高台(45• 47) 

がある。耳皿は1点(11)のみの出土で、 9世紀末から10世紀前半に比定される。椀と皿は折戸53号窯式、

10世紀前半に比定される。椀は口縁端部を丸く仕上げるもの(44)と、やや先細りとなるもの(45)がある。

後者の裔台内には「乃井村」の墨害が確認できる。施釉はハケ塗り (44• 45)、浸け掛け(46)がある。皿(47)

は高台内に4字以上の墨瞥があったと推測される。

石器 ・石製品は3点を図示する。敲き石(48)は礫の 1端部に敲打痕をもつ。卵型の円礫が短軸方向に

垂直に割りとられ、反対側の自然面端部を使用している。石錘（49)は薄手の自然礫を利用し、それぞれ別

面からの数回の打撃によって両端部に扶入部を作る。扶入部の磨耗はほとんど認められない。筋砥石(50)

は細粒の砂岩製で、図右側面が樋状になる。上半部は欠損している。筋状部は、裏面側の立ち上がりが

急で僅かに弧を描き、表面側の上場稜線は不明瞭である。表裏面、右下角部分にも使用痕跡がある。

木製品は横槌・木簡 ・曲物・加工木を図示する。横槌(51)は芯持材で柄部が長さ約9cm、身部は径2.6

cmを測る。木簡（52)は柾目材で2文字墨害されるが内容は不明である。上下端と左側縁を欠損する。木

簡(53)は付札木簡で、 「乃間田」と墨誉される。上端の左右に切り込みを入れ、下端を尖らせている。板

目材である。曲物(54~56)は54のみに側板が遺存する。 55は幅2cm程の加工痕がある。加工木(8• 57) 

は棒状で、 57は上部を欠損する。ともに片側先端を尖らせる。

3 遺構外出土辿物

弥生土器、古墳時代後期の須恵器、平安時代の土師器・須恵器 ・灰釉陶器・緑釉陶器・青磁・白磁、

土錘、石器、木製品が出土している（第44図、第17..18 • 20 • 21表）。

弥生土器(1~3)は後期後半を主体とする。甕(ll)、把手付無頸壺（2)、鉢(3)を図示する。須恵器

(4~8)はTK209型式期に相当し、 6世紀末から 7世紀初頭の時期のものと考えられる。

平安時代の遺物は多種多様である。土師器は椀（11~17)・鍋(18)・羽釜(19)がある。椀は10世紀代の

ものが中心で、内面に漆を塗布するもの(16)もみられる。須恵器は、箱形を呈する杯B(20)が9世紀中

頃、三角高台を付す椀(21)が9世紀末から10世紀前半に比定される。灰釉陶器は椀（22・23・24)と皿(25)

a— 2.7幽 a'

第41図 3区SROl土屈図（縮尺1/40)
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SROl 
1 5Y3/1 オリープ黒色柑質土
2 5Y4/1 灰色粘質土
3 5Y3/1 オリープ黒色粘質土
4 10Y4/1 灰色粘質土
5 75Y4/1灰色粘質土
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第 3節 3区
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第42図 3区溝・自然流路出土遺物実測図（縮尺1/4)
1 : SD09. 2 • 3 : SDll. 4~7 : SD13, 9~11 : SD14,、 12~15:SD15. 16 • 17: SD24, 18~47: SROl 
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第4幸木崎遺跡の調査
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第43図

がある。 10世紀前半のものが主体と考えられる。施釉方法はハケ塗り (22)と浸け掛け（24• 25)がある。緑

釉陶器の椀(26)は硬質の焼成で、濃緑色釉を全面に施す。白磁（27• 28)は白磁碗m類 (2)で、口縁部に鋭

角で小さな玉縁を持つもの(27)と、高台外面を直に内面を斜めに削り出すもの(28)がある。 11世紀後半

から12世紀前半に比定される。青磁（29)は越外l窯系青磁碗I-1類 (2)である。体部から口縁部まで直線

的に立ち上がり、外面に目跡が残る蛇の目高台をもつ。 8世紀中頃から 9世紀末の可能性が高い。

磨石(30)は、片面のやや狭い範囲にのみ磨滅がみられる。

木製品は、舟形状木製品、杓子状木製品、曲物、加工木、柄杓柄を図示する。舟形状木製品（31)は半

分程を欠損し、側面が強く立ち上がった塵取り状を呈す。部材(32)は断面長方形の板目材で、両端部を

切り欠き、中央部に穿孔する。杓子状木製品(33)は厚さ0.6cmと薄く、上部は幅が4cmである。加工木(35)

は芯持材で、湾曲して棒状を呈す。全面に丁寧な加工が施され、上下端部を尖らせる。加工木(36)は断

面楕円形の棒状で、下部を尖らせる。柄杓柄（37)は結合用の孔が2カ所ある。
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第4幸木崎遺跡の調査

第4節 4区（第1面）

前述のように7層上面で遺構を検出しており、これを第1面として記述する。調査区の東側では柱穴

30基、溝 1条などを検出したが、湧水もあって西側では遺構を確認できなかった。検出できた遺構は少

なく、しみ状のものが多い。遺跡の縁辺部に当たると考えられる。

なお、当調査区の北側、市道木崎東西線に隣接する水路部分で立会調査を行っているが、水路埋設時

に削平を受けているため第 1面を確認することはできなかった。

1 遺構出土遺物

平安時代の遺物が中心で、土師器・須恵器・灰釉陶器のほか、土錘や石器などが出土している（第46図 ・

第17• 18 • 20表）。

土師器は椀と皿がある。いずれも底部外面に回転糸切り痕が残る。椀（2• 3)は10世紀中頃と考えら

れる。 皿(1)は灰釉陶器写しで、 10世紀前半に比定される。 皿(1l)は10世紀後半と考えられ、口縁部外

面にススが付着する。須恵器は、壺(8~10)3点を図示する。輪高台を付す8は長頸壺と考えられる。

9は突帯をめぐらす胴部に双耳を有し、 9世紀後半に比定される。灰釉陶器の皿(12)はハケ塗りで、 9

世紀後半に比定される。緑釉陶器の稜皿(13)は硬質の焼成で、薄緑色の釉を施す。黒笹90号窯式、 9世

紀後半の時期のものと考えられる。管状土錘は幅2cm前後のもの(4~6)と、幅4cmを超えるもの(7)

がある。 6のみ須恵質である。磨石(14)は棒状で1面に使用痕跡がみられる。端部には敲打痕などはみ

られず、端軸方向に動かして使用したものと考えられる。
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第45図 4区第1面遺構配置図（縮尺1/150)

第13表 4区第1面主要遺構一覧表
遺構名 グリッド 種別 形状 規模（ITI) 出土遺物 ●考 挿図No.
SP118 021 柱穴 平面形：円形断面形浅皿状 直径0.49深さ 0.08 弥生土器・土師器（平安） SP119・SP117を切る 第45・46図
SP120 D21 柱穴 平面形：楕 円 形 断面形：U字状 長軸0.48短軸0.37深さ022 土飼塁（平安） 第45・46図
SP121 021 柱穴 平面形：槽円形断面形：U字状 長軸0.37短軸0.34深さ0.29 土土錘師器（平安）・須恵彗（平安）・SP125に切られる 第45・46図

SP122 021 柱穴 平面形：槽円形断面形：U字状 長軸0.46短軸0.36深さ0,28 弥生土塁・土緬器（平安）・須 SKOS出土土器と接合 第45・46図
恵器（古墳後期•平安）

S016 820~C22溝 断面形．浅皿状 幅0.56~1.34深さIJ.14~0,22 土師陶器（器平（安平）安・須）・恵器（平安）・流水方向：南西ー北東 第45・46図
灰釉 石器
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第46図 4区第 1面遺構出土遺物実測図（縮尺1/4)
1 : SP118, 2 : SP120, 3~9 : SP121, 10 : SP122, 11~14 : S016 

遺構外出土遺物

弥生時代後期後半から古墳時代前期の土器、古墳時代後期の土師器・須恵器、平安時代の土師器・須恵

器・灰釉陶器・緑釉陶器 • 青白磁 ・白磁、土錘のほか、石器、銭貨がある（第47~50図 •第17·18·20·22表）。

弥生土器(1~5)は後期後半から末のものが中心である。甕、壺、装飾器台がある。装飾器台(4)は

いわゆる丹後系と呼ばれる器形を呈すると考えられる。壺（5）の外面にはS字スタンプ文が巡る。

土師器の壺（6）は古墳時代前期に比定される。外面をケズリ調整で仕上げている。

古墳時代後期の土師器は、甕（16)を図示した。く の字状口縁を呈し、胴部はタタキを施す。須恵器に

は胞(7~9)・甕(10• 11)・脚部(12• 13)がある。甕と脚部は外面に波状文を施す。腿（9）は沈線で区

画したなかに櫛描列点文を巡らすもので、 TK209型式期に相当し、 6世紀末から 7世紀初頭の時期に比

2
 

定される。

平安時代の遺物は多種多様であり、量も最多である。土師器には椀．皿 ・甕・壺・羽釜・鍋があり、

9世紀末から10世紀代に比定される。椀は口縁部がほぼ直線的にのびるもの(18• 19)と口縁端部付近で

外反するもの（幻～刀）とがある。底部には回転糸切り痕が残り、平高台を有するもの（25• 26)もみられる。

また、内面に漆を塗布するもの(17)がある。耳皿は5区の包含層出土のものと併せて2点出土している

が、図示できたのは28の1点のみである。皿は口縁部が内湾気味に立ち上がるもの（34.35.39.44)、ロ

縁端部が外反するもの（29 ·~·38·40·43)、直線的にひらく器形を呈するもの（①～お ・刃 •38 • 41 • 42)があ

る。甕（47~49)はくの字状口縁を呈し、口縁端部は丸く仕上げる。胴部外面はタタキを施す。羽釜(50.

51)は、鍔がやや丸みを帯び、口縁部が内傾する器形を呈する。鍋(52~55)は口縁部に向かってほぽ直線

的にひらく器形で、口縁端部に狭小な面をもっ。口縁部は回転ナデによる稜が明瞭である。全形をうか

がえる資料は55のみで、底部は丸みを帯びるとみられる。胴部外面はタタキを施す。

須恵器は、杯蓋（14)と杯B(15)が9世紀中頃に比定され、そのほか(72~90)は10世紀前半に属するも

のが中心と考えられる。椀は底部外面に回転糸切り痕が残るものが多く、口縁部が内湾気味に立ち上が

るもの(73)と口縁端部が外反するもの(72• 74 • 77)がある。口縁部内外面に灯心油痕が付くもの(73)や、

墨が付着するもの(76• 77)もみられる。特に77は底部内面に墨が付着しており、転用硯の可能性がある。

壺類は全体をうかがえる資料がなく、双耳瓶の耳(81~83)や長頸壺の底部(80)などがみられる。甕はロ

縁端部内面がナデにより僅かに凹むもの(85)と、口縁端部に狭小な面をもつもの(86~90)がある。

灰釉陶器は椀．皿・小壺がある。折戸53号窯式、 10世紀前半に属するものが主体である。椀は、口縁
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第4幸木崎遺跡の調査

部が直線的にひらくもの(91)、口縁端部が外反するもの(92• 93 • 95)、口縁部が丸みを帯びてひらくも

の(94• 96 • 98~100)がある。全て貼り付け高台で、三角高台(97• 98 • 102)と、稜が不鮮明な三日月高

台(99• 101 • 103~106)、輪高台(1()())がある。ナデ調整で仕上げているもの(102)を除いて、高台内に

は回転糸切り痕が残る。また高台内に墨書がみられるものが3点あり、 2点(104• 105)が「若栗」、 1点

(106)が「栗」と判読できる。これらの筆跡は、非常によく似ている。施釉はハケ塗り (93• 94 • 97 • 99~ 

103 • 105)と浸け掛け(95• 96)がある。 皿は、口縁端部が外反するもの(107• 108 • 111 • 112)、やや内

湾気味に立ち上がるもの(llO)のほか、段皿(109• 114)、折縁皿（ll3)がある。全て貼り付け高台で、輪

高台(108• 110)、三角高台(109• 112~114)、稜が不鮮明な三日月高台（lll)がみられる。ナデ調整で仕

上げているもの(112• 113)を除いて、高台内には回転糸切り痕が残る。施釉はllOを除いて、ハケ塗り

とみられる。小壺(ll5)は底部外面のみが露胎で、糸切り痕が明瞭に残る。

緑釉陶器は椀 ．皿・ 壺があり、 10世紀前半に属するものが主体である。椀皿類の高台は全て貼り付け

高台であり、輪高台(122• 123 • 126 • 129)、有段輪高台（120• 121・128• 130)、三角高台（125)がみられる。

焼成と釉調から、硬質の焼成で釉が濃緑色を呈するもの(ll7• 120 • 121 • 124 • 131 • 133)、硬質の焼成

で釉が薄緑色を呈するもの(ll8• ll9 • 123 • 125 • 126 • 130 • 132)、軟質の焼成で釉が濃緑色を呈する

もの(ll6• 122 • 127 • 128)、軟質の焼成で釉が薄緑色を呈するもの(129)にわけられる。底部外面に施

釉しないもの(120• 123)は少なく 、全面施釉するもの(121• 122 • 124 • 126 • 128 • 130 • 131)が多い。

125 • 129は器面が荒れているため、釉の有無を確認できない。軟質の焼成で、内面にトチンの目跡が確

認できるもの(122• 128)については、近江産の可能性が高いと考えられる。椀は、底部内面に凹線によ

る圏線がめぐるもの(120~123• 128)、不鮮明な圏線が認められるもの(124• 126)、圏線がみられない

もの(125• 129)がある。器形は口縁端部付近で外反するもの(ll6~119• 121 • 122)が多く、口縁部が丸

みを帯びてひらくもの(120)は少ない。ほかに、口縁端部に押圧による縦位の輪花を施す輪花椀(127)も

みられる。皿は3点を図示する。ほぽ直線的にひらく器形を呈するもの(130)、口縁端部付近で外反す

る器形を呈するもの(131)、体部中位で屈曲して稜をもつ稜皿(132)がある。130は、底部内面に凹線に

よる圏線がめぐる。口縁部の残りが悪いため判然と しないが、内屈 していっているようにもみえ、耳皿

の可能性も考えられる。壺は長頸壺 l点(133)のみ確認している。
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第47図 4区第1面遺構外出土遺物実測図1（縮尺1/4)
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第4節 4区 （第1面）
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第4節 4区 （第1面）

輸入磁器は白磁と青白磁があり 、11世紀後半から12世紀後半の時期のものと考えられる。白磁(134• 

135)は、それぞれ白磁碗m類 (2)とIl類 (2)の底部で、高台外面を直に、内面を斜めに削り出す。青白磁水

柱(136)の体部には型押しによる精緻な浮き出しがみられる。

土錘は土師質の管状土錘が大半だが、球状土錘(56）や須恵質の管状土錘（59・63)もある。管状土錘は、

幅0．玩m前後のもの(57• 58)、幅2.5cm前後のもの(59~68)、幅4.5cm前後のもの(69~71)にわけられる。

石器 ・石製品は磨石・磨製石斧 ．砥石を図示した。磨石は球形のもの(138)と、楕円形のもの(139)があ

る。前者は 1面のみに使用痕跡が認められる。後者はやや大型品で、片面の広い範囲に磨滅が認められ

る。磨製石斧は棒状を呈するもの(140)と不定形のもの(141)がある。前者は、全面に研磨が施される。扁

平な自然礫の形状を生かし、刃部を研磨により簡単に付けたに過ぎない。実用品ではない可能性もある。

後者は、刃部を中心に整形加工している。素材剥片の一部を研磨整形しただけの簡素な石斧で、自然剥

離面を多く残すが、右側面は研磨により丁寧に整形されている。砥石(142)は大型の砂岩製で、長軸方向

で5面が使用されている。全体によく使い込まれており、片端部に向かって端面が縮小している。

銭貨(137)は北宋銭の煕寧元賓である。
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第50図 4区第 1面遺構外出土遺物実測図4．拓影(U,6~136• 138~142：縮尺1/4,137：縮尺2/3)
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第 4幸木崎遺跡の調査

第5節 4区（第2面）

8層上面を第2面として記述する。また併せて、当区の北側で行った立会調査の成果も報告する。

遺構は井戸 1基、柱穴72基、溝3条を検出した。 5区の状況や、 4区の10m西側で行った発掘調査（県

道小浜インター線関係）の結果も踏まえて考えれば、古墳時代後期以前の集落の一部と考えられる。

1 井戸

SE03 （第52~54図 • 第17 • 20 • 21表） 立会調査区の北西隅に位置する。掘形は南北方向に長軸をもっ

楕円形を呈し、長軸1.02m、短軸0.63m、深さ0.65mを測る。この掘形の南側に寄せて、井戸枠をその

底面から0.17m打ち込んでいる。井戸枠は4枚の板を四角く組む縦板組構造である。東西辺の縦板の幅

が0.34~0.35m、南北辺の縦板の幅が0.37mであり、平面形は南北に長い長方形を呈する。東西の縦板

の両端には決りが施されており、そこに南北の縦板をはめ込むようにして4隅をぴたりと組み合わせて

いる。縦板下方の両端には穿孔があり、遺存していなかったが有機質の紐状のものを穿孔に通して4隅

を緊縛していたと想定される。

井戸枠内は細長い板材や枝など多量の加工木や自然木を含む土で一度に埋められており、その下方で

器台（2)、木錘（6)、太型蛤刃石斧（4）などが出土している。図示した壺（1）や脚部(3)は小片で、器
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第51図 4区第2面遺構配置屈（縮尺1/150)

第14表 4区第2面主要遺構一覧表
I遺檎名 グリッド 種別 形状 規模(rr,) 出土遺物 -,.. 挿図No.
SP215 D20 柱穴 平面形：槽円形断面形：浅皿状 長軸0.83短軸0.66深さ0.17 弥生土彗・土師彗（古墳前期） 第54・56図
SP233 C21・C22 ｀イ 皿苓影．：槽円影 llrIll影：浅皿状 軍“’1.40短鵬0.99 深さ0.15 砒牛＋鰻・ 筆54・56図
SP234 D21 柱穴 平面形忠形 長軸084短軸0.79 深さ0.26 竃形土製品（古墳後期） 第54・56図

断面形 緩やかな逆台形
SP240 D21 1在 9ヽ 平面形：隅丸方形 断面形：半円形I長軸0.64短軸0.59 深さ021 1須恵塁（平安） 第54・56図
SP244 C21 柱穴 平面形．円形 直径0.30深さ0.17 柱根 第54~56図

断面形角が緩やかな逆台形
SP247 822 

柱穴 平面形忠形 長輪1.00短軸0.73深さ0.28
弥生土塁 第54・56図

断面形 緩やかな逆台形

SP398 C20 柱穴 平面形：槽円形断面形．浅皿状 長軸0.62短軸0.43深さ0.08 柱橙 SP391を切る 第54~56図
SD19 B20~C21溝 断面形U字状 幅0.36~0.57深さIJ.10~0.26 土師器（古墳前期•平安） ・須 流水方向：南ー北 第54・56図

恵器（平安）
S020 C20~C22溝 断面形．u字状 幅0.73~1.70 深~l.09~0.32 弥生土塁・土籐器（平安）・須 流水方向：南西ー北東 第54・56図

恵器（平安）・灰釉陶器（平安）
S022 A21~820溝 断面形．角が繕やかな逆台形 幅0.64~1.81 深さIJ.06~0,16 弥生土塁・土鰤器（平安）・木 流水方向：南ー北 第54・56図

製品

-48 -



第 5節 4区 （第2面）
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第52図 4区第2面SE03実測図（縮尺1/20)
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第53図
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4区第2面SE03出土遺物実測図 l（縮尺1/4)

台も受部のみであるが、木錘と太型蛤刃石斧は完形である。ほかに梅と桃の種子各1点も出土している。

壺（ 1）は有段口縁をもち、器壁が非常に薄い。器台（2）は直立する有段口縁をもち、

下させる。脚部(3)はハの字状にひらく器形を呈し、口縁端部は狭小な面をもつ。太型蛤刃石斧(4)は

砂岩製で、表面には完成後に付いたと考えられる敲打痕を多く残す。刃部も潰れており、刃の稜は不明

瞭である。容器(5)は口縁端部が肥厚し水平になる。底部は欠損し不明であるが、裔坪の可能性もある。

木錘（6）は両端を荒く加工し、中央部に浅<V字状の溝が1周する芯持の丸太材である。井戸枠の縦

板(7~10)は加工の幅が約2cmと、 SEOlの井戸枠の加工幅よりも狭い。また、 SEOlの縦板の接合面が全

て斜めに切断されるのに対し、 SE03では2枚の板の両端部のみが切り欠かれるという接合面の違いが

口縁部下端を垂

ある。

出土遺物や縦板組み井戸の類例などから判断すれば、弥生時代後期後半に属する遺構と考えられる。

遺構出土遺物

弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけての土器、古墳時代後期の土師器、平安時代の土師器 ・灰

2
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第4幸木崎遺跡の調査
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第54図 4区第2面SE03出土遺物実測図2（縮尺1/10)

麒ニ一 10 

釉陶器、柱根・木製品を図示する（第56図、第17• 21表）。

弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけての土器には、甕（1~ 3 • 12)、壺(4• 10)、高杯（5・

14)、脚部(8)がある。甕(12)の内面には円形の押圧2点がみられる。龍形土製品（6）は付け庇部分の

基部と考えられる。平安時代の土師器の甕（11)の胎土には雲母が多く含まれており、旧三方町方面から

の搬入品の可能性がある。羽釜（15)は鍔が断面三角形を呈し、口縁部が直立する。灰釉陶器の椀(13)は、

口縁端部付近でわずかに外反する器形を呈する。羽釜と灰釉陶器は10世紀に属すると考えられる。

柱(7)は割材で、柱(9)は芯持材である。加工木(16)は断面楕円形で一端を 7cm程尖らせ棒状を呈す。
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第 5節 4区 （第2面）

姻構外出土遣物

弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけての土器が主で、古

墳時代後期の土師器・須恵器、平安時代の土師器・灰釉陶器、土

錘、石器なども出土している（第57図、第17• 18 • 20表）。

弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけての土器には、甕

(1)、 壺(3~7）、高坪（9)、器台(10• 11) 、鉢(15)、脚部(12 •

13)、脚台(14)、胴部（8)、底部(2)がある。

古墳時代後期の土師器と考えられるのは、甕(16~18)と鉦形土

製品(19~21)である。甕は、くの字状口縁を呈し、口縁端部を丸

くおさめるもの(16)と、口縁端部を外反させるもの(17• 18)があ
第55図 4区第2面柱穴実測図

る。縦形土製品は庇（19)と基部(20• 21)がある。基部は端部が内 （縮尺1/40)

面に肥厚するもの(20)と内外面に肥厚するもの(21)にわけられ、後者の底面には棒状のものを並べた上

で製作した結果ついたと考えられる圧痕がみられる。 須恵器は胞（23)1点を図示する。沈線で区画した

なかを波状文で飾り、つぶれた球形を呈する。 TKlOからTK43型式期に相当し、 6世紀後半の時期の

ものと考えられる。

平安時代の土師器は、椀（24• 25)と皿(26)がある。いずれも底部外面に回転糸切り痕が残り、平商台

様を呈するもの(25)もみられる。灰釉陶器の椀（27)は浸け掛けにより施釉する。

小型の石皿(28)は、使用された面のみがややくぽむ。使用痕跡は明確ではないが、長軸方向に僅かに

擦痕を残す。側面部の一部は剥落しており、敲き石として利用された可能性もある。
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第56図

＝二―-__ー［彎ロIT'

4区第2面遺構出土遺物実測図(1~6• 8 • 10~15 :縮尺1/4, 7 • 9 :縮尺1/8,16:縮尺1/6)
1 : SP215. 2~5 : SP233. 6 : SP234. 7 : SP244. 8 : SP247. 9 : SP391, 10~11 : SD19. 12~13: SD20. 14~16: SD22 
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第4草木崎遺跡の調査
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第57図 4区第2面遺構外出土遺物実測図（縮尺1/4)

第 6節 5区

4区と同様に遺構面が2面ある可能性があったため7層上面で精査を行ったが、遺構は確認できな

かった。 8層上面では、掘立柱建物 1棟、井戸 1基、柱穴136基、土坑3基、溝6条を検出している。

古墳時代後期に属するものが主体で、当該期の遺跡の中心部にあたると考えられる。

掘立柱建物

SBOl（第59• 60図、第17• 21表）

ー

B24からD26グリッドにかけて位置する。南辺が調査区外にのびる
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第6節 5区

ため確定はできないが、四面庇付建物である可能性が高いと考えられる。身舎は桁行3間(7.60~8.00m)

以上、梁行2間(6.00~6.40m)で、桁行方向はN19°Wである。柱間寸法は、桁行が2.30~3.00m、梁行が3.00

~3.30mを測る。庇の柱間寸法は、桁行が1.92~2.88:m、梁行が2.16~3.20mを測る。

身舎の柱穴は円形または隅丸方形を呈し、長軸］••50~2.18m、短軸1.36~1.80m、深さ0.28~0.46m を

測る。掘削の際に出た土を0.10m程度入れて底面を整えた後、中央付近に直径または一辺が0.14~0.46

mを測る円礫または角礫を置き、その周りを囲むように直径または一辺が0.40~0.82mを測る円礫また

は角礫6~10石を配置している。柱を設置したと推測される中央の石が最も大きく、その上面の海抜高

は2.30~2.50mでほぽ一定している。 SK13では、直径0.37mを測る柱痕を確認している。

庇の柱穴は円形または楕円形を呈し、長軸0.74~1.08m、短軸0.50~0.72m、深さ0.14~0.26mを測る。

このうち、 SP210• 211 • 275 • 278の4基にはミカン割材の柱根が遺存していた。年輪年代測定で、22

が年輪年代510AD、24が年輪年代525AD、25が年輪年代395ADとの鑑定結果を得ている(1)0 

身舎や庇の柱穴からは、弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけての士器と古墳時代後期の土師
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第58図 5区遺構配置図（縮尺1/150)

第15表 5区主要遺構一覧表
遺構名 グリッド 種別 形状 規模(m) 出土遺物 -=- 挿図ぬ
SK20 D26・E26 土坑 平面形．槽円形 長軸1.36短軸0.85深さ028 須恵器（古墳後期） SD24に切られる 第58・64図

断面形角が緩やかな逆台形
SK21 B26 土坑 平面形．円形 長軸短軸深さ 無 SP299を切る 第58図

断面形：角が緩やかな逆台形
SP180 D26 柱穴 平面形：槽円形断面形：半円形 長輪0.45短軸0.32深さ0.23 柱根 第58・63・64図
SP281 C25 柱穴 平面形：楕円形 長輪0.48短輪0.37深さ0.20 柱根 第58・63・64図

断面形．角が緩やかな逆台形
SP339 D25 柱穴 平面形：槽円形断面形・半円形

麟
：深さ0.23

土師暑（古墳前期） 第58・64図
SP356 C25 柱穴 平面形．円形断面形，U字状 弥生土器 第54・56図
SP378 024 狂ンヽ 平面形：槽円形 llrlll形．u字状 深さ0.50 nm  S018との関係不明 湧58・63・64図
SP379 025 ｀六 皿頑影：9口影•涸影． u字状 深さ027 冨冨ヨ S018との関係不明 璽58・63・64図
S020 824~826溝 断面形．u字状 09~0.32 弥生土器・須恵器（古墳後期）流水方向．南西ー北東 第58・66図

4区から絨＜
S021 D25 溝 断面形： 幅0.32深さ0.09 需 流水方向：南東ー北 第58図
S023 024 濯 lliiiii並負が繕やかかエ公即 幅0.27~0.42,"'"').18 ． 濯水方向：南西ー北 璽58・66図
S024 025~E26 遭 ・"面暑ヽ ：U字状 幅0.26~0.40深さ0.13~0.21 ～ベニ土暑 濯水；；liil：扇饗一北 軍58図
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第4常木崎遺跡の関査

器 ・須恵器が出土しているが、全て小片である。弥生土器は甕(6• 20)、壺（15• 16 • 18 • 21)、高坪

(7)、鉢(23)があり、後期後半を主体とする。布留系の甕（ l）は古墳時代前期に比定される。古墳時代後

期の須恵器には坪蓋(8~11)・杯H(5 • 12 • 14 • 19)・有蓋高杯（13)・高杯の脚部(4)がある。 TK209型

式期に相当するものが主体である。坪蓋は、外面に天井部と口縁部をわける沈線が認められるもの(8)、

沈線が不鮮明なもの(11)、沈線が確認できないもの(9• 10)がある。口縁端部は、内傾する凹面を形成す

るもの（8)、内面に微かな沈線がめぐるもの（9)、丸くおさめるもの(10• 11)がある。杯Hは全て口縁端

部が先細りとなる。このほか、柱を据えた石の下から出土した破片（2）は寵形土製品と考えられる。

庇の柱根の年輪年代鑑定を依頼した光谷拓実氏は、 「3本の年輪年代のなかでもっとも新しい年輪年代

は、 SP211の525年です。この年輪年代に削除されてしまった年輪数を加算すると、 565~575年の年代

が考えられます。これにさらに失われたであろう心材部の年輪を増すことになるから、伐採年は600年

前後が妥当と思われます。」と述べられている 11)。この結論は、柱穴出土須恵器の年代観とも符合してお

一万□ 二 □□ー ロ
l ・ー ＝＝＝亨←山~4 二 8 

言ーロロニ こっ口~9
,5 二 17~三三2 (-」==、10

戸 ニー□詞言言［口丁ー】3 ／＝三二、11

一＝尋疇ー： 巳こ疇言三2こ三~4
。

10cm 

。
30cm 

24 22 25 

第59図 5区SBOl柱穴出土遺物実測固(1~21• 23:縮尺1/4,22 • 24~26:縮尺1/8)
l ~4 : SK07, 5 : SK09, 6 : SKll, 7~13 : SK14, 14 : SK17, 15~17 : SK15, 18 • 19 : SP204, 20 : SP206, 21 : SP208 

22 : SP210. 23 • 24 : SP211, 25 : SP275. 26 : SP278 
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第 6節 5区

り、 SBOlの時期は6世紀末から7世紀初頭と考えられる。

2 井戸

SE02（第61• 62図、第17• 21表） B24グリッドに位置

し、掘立柱建物SBOlの柱穴SK14を切って構築されてい

る。掘形は東西に長軸をもち、長軸0.99m、短軸0.73~0.92

m、深さ0.29mを測る隅丸長方形を呈する。掘形の北東

に寄せて井戸枠を設置する。井戸枠は大きさも厚さも不

均ーな板材1~女を方形に打ち込む構造で、長軸0.70m、

短軸0.61mを測る。枠板に用いられた板材は、長さ0.14

~0.53m、幅0.04~0.40m、厚さ0.01~0.05mを測り、こ

のうち 2枚の下端は杭状に尖っていた。また、東側と北

側の枠板として建築部材（扉または蔀） 2枚が転用されて

いた。

枠内からは弥生土器、土師器、古墳時代後期の須恵器

が少塁出土している。土師器の把手(1)は、鍋または甑

に付属すると考えられる。須恵器の坪蓋（2）は天井部と

口縁部をわける沈線が明瞭である。このほか、桃の種子

が出土しているが、取り上げ時にバラバラに破損した。

井戸枠(3• 4)は扉もしくは蔀板の転用で、断面楕円形

の軸部がそれぞれ8cmと11.5cm遺存する。軸部側が厚く

他方へ行くほど薄くなる。もう片方の軸や把手が不明の

ため扉か蔀かは不明である。 4は比較的芯に近い材を使

用していると考えられる。

SE02はSBOlの柱穴SK14を切って構築されており 、SBOl

ヽ
ヽ

｀ 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

‘̀ 

/
 

2嘩

SK14 SE02 
I I 
, ¥ 4 
: 5 ¥ 4 
: O 2 

3 

SE02 
1 7.5Y2/l黒色砂質土
2 N2/1 黒色砂質土

3 2.5Y3/1 黒褐色砂質土
4 N3/1 暗灰色砂質土
SK.14 
5 10YR4/1 灰褐色砂質土

2600..!l.1 

。
2m 

第61図 5区SE02実測図（縮尺1/40)
よりも新しいと考えられる。出土遺物はSBOlで出土した 図中の番号は第62図に対応

須恵器と ほぽ同時期とみられるが少塁であり 、SE02に確実に伴うとは判断しかねる。枠板に転用された

板材がSBOlで使用されたものと想定すれば、 SBOl廃絶後あまり間をおかずに作られたと考えられる。

3 遺構出土遺物

弥生土器、土師器、須恵器、柱根などが出土している（第64図、第17• 21表）。

ロ□
二 一、2

。
10cm 

30cm 
諷鵬 壽疇疇 3 疇瓢疇鯛疇瓢鋼 4

第62図 5区SE02出土遺物実測図（1• 2 :縮尺1/4, .3 • 4 :縮尺1/10)
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第4常木崎遺跡の関査

弥生土器は有段口縁の甕（5）で、後期末に属すると考えられる。土師器(4)は鉢もしくは高杯と考えら

れる。須恵器の坪H(l)はTK209型式期に相当する。柱（7）は割材で、柱(2• 3 • 6)は芯持材である。

4 溝

SD18（第58・65・66図、第17表） D24からD26グリッドにかけて位置する。流水方向が南西から北東

とみられる溝で、幅1.57~2.10m、深さ0.08~0.25mを測る。断面形は角が緩やかな逆台形を呈する。同

ーと考えられる溝が4区では確認できないため、北側は途中で屈曲しているか途切れていると予想され

る。 SBOlの東辺に平行する直線的な溝であることを重視すれば、区画溝の可能性が考えられる。

弥生土器、古墳時代前期の土師器、古墳時代後期の土師器・須恵器、平安時代の土師器が出土している。

弥生土器には甕(1~3)と、壺

または甕の底部(4)がある。古墳

時代後期の須恵器は、 TK209型

式期に相当し、 6世紀末から 7世

紀初頭の時期に比定される。杯

H (6 • 7)は、口縁部が反り気

：記＼ ：畷ご― -SP`  ̀  
2.500m 

2.蜘 2.700m —— 2．廻

＼ 五八仇「 ＼
SP281 
1 10YR4/l 灰褐色砂質土

9 ! m 2 25GY5/l オリーブ駐色靱土
l 1 1 | I I I 37.mIl 灰色砂質土

第63図 5区柱穴実測図（縮尺1/40)

戸＝＝：

： ー ロこ ・_ 
7 ヒ土~Ocm

第64図 5区土杭・柱穴出土遺物実測図
(1 • 4 • 5 : 縮尺1/4、 2 · 3·6•7 : 縮尺1/8)
1 : SK20 • SK09, 2 : SP180, 3 : SP281, 4 : SP339, 5 : SP3SE;, 6 : SP378, 7 : SP379 

SD18 血~a'

。
Im 

f'--'=--=-
¥)  

(—~ I 

SD18 

1 25Y3/'2 黒褐色粘質土

2 5Y3/1 オリープ黒色粘質土

3 5Y3/1 オリーブ黒色粘質土

4 5Y4/1. 灰色粘質土

SP149 
5 2.5y4,,]黄灰色砂質土

6 5Y4/1. 灰色砂質土

味に内屈し、口縁端部は丸く仕上

げる。器台の脚部(8)は内湾気

味に脚端部に至る。外面はカキ目

調整の後、沈線で区画したなかを

波状文で飾る。上段に三角形、下

段に砲弾形を呈すると推測される

透かしを縦に直線的にあけていた

ー とみられる。土師器では寵形土製

品(5)を図示する。左半分が遺存

し、出土した鉦形土製品のなかで

唯一器形のわかる賓料である。大

型で、くの字状口縁に、戟頭円錐

形の体部をもつ。基部は端部が内

外面に肥厚して末広がりとなり、

底面に圧痕がみられる。これは、

棒状のものを並べた上で製作した

結果と考えられる。庇は付け庇

で、焚口は逆U字形を呈する。外

面はハケ、内面はケズリで仕上げ

るが、内面には輪積み痕が明瞭に

残る。前述した須恵器と同時期の

ものと考えられる。

第65図 5区SD18土既図（縮尺1/40)
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第66図 5区SD18• SD20出土遺物実測図(1~4・6~9：縮尺1/4, 5：縮尺1/6)
l ~8  : 5D18, 9 : 5D20 

5 遺構外出土遺物

弥生時代後期後半から古墳時代前期の土器、古墳時代後期の土師器・須恵器、古代の土師器・須恵器 ・

灰釉陶器・緑釉陶器・白磁のほか、瀬戸焼、土錘、瓦、 石器、木製品、銭貨（寛永通賓）がある（第67~69図、

第17~22表）。

弥生時代後期後半から古墳時代前期の土器は、甕（ 1)、壺(2~4）、高杯(5• 6)、器台（7・8)、

鉢(9~11)、底部(12)、脚台（13)、土製品(14)を図示する。底部(12)は、凹底の外面に竹管文を施す。

古墳時代後期の須恵器は杯蓋(28~32)、杯H(33~37)、聡(38)、鉢（39）、高杯(40)、脚部(41~43)があり、

TK虚 式期に相当する坪H(33)以外は6世紀末から 7世紀初頭の時期のものが主体を占める。これと同時

期と考えられるのが寵形土製品(15～刀）である。庇(15• 16 • 17 • 18)は全て付け庇で、庇の周囲を刺突で

飾るもの(15)もある。基部は端部が内外面に肥厚するもの(19~23．万）と、外面に肥厚するもの（24• 26)、

基部と体部の厚みが変わらないもの(25)がある。底面に製作時の圧痕が残るもの(19~24)が多い。

古代の遺物は10世紀代が主体と考えられるが、須恵器の蓋(69)は8世紀後半、杯A(70)と杯B(71)は

9世紀中頃に比定される。土師器は、椀． 皿・ 甕 ．壺 ・羽釜などがある。椀 ．皿は底部外面に回転糸切
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第4草木崎遺跡の調査
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第67図 5区遺構外出土遺物実測図 1（縮尺1/4)

り痕が残るものが多い。甕（53• 54)は口縁内面に回転ナデによる稜線が明瞭にみられるくの字状口縁、

いわゆる段々口縁を呈する。把手(57)は甑に付く可能性が高い。須恵器は蓋・杯A・ 杯B・ 椀 ・甕があ
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第68図 5区遺構外出土遺物実測図2（縮尺1/4)
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第4幸木崎遺跡の調査

る。蓋（69)は扁平な宝珠形つまみをもち、内面に同心円文当て具痕が確認できる。椀（72)は外面に墨が

付着する。灰釉陶器は椀・皿・壺がある。椀・皿は全て貼り付け高台で、三角高台(77• 79 • 81 • 83)と、

稜が不鮮明な三日月高台（78• 80 • 82)がある。高台内はナデ調整で仕上げているもの(77• 78 • 81 • 83) 

を除いて、高台内に回転糸切り痕が残る。施釉はハケ塗り (78~80• 81 • 82)と浸け掛け(77• 83)がある。

椀は口縁端部付近で外反する器形を呈する。皿は、折縁皿(81)と比べ、ほかの皿の高台が低く、粗雑な

印象を受ける。壺(84)は2個体確認したうちの 1点で、頸部内面に面をもつ。緑釉陶器は、口縁端部に

押圧による縦位の輪花を施す輪花椀(85)のみ図示できた。硬質の焼成で、濃緑色の釉を施す。陶磁器に

は、 11世紀後半から12世紀前半に比定される白磁と、 12世紀末以降の所産と考えられる瀬戸焼がある。

碗(86)は白磁碗V-1類(2)で、体部下位で丸味をもち、口縁端部を丸くおさめる。同一個体であると思

われる90は、高く直立する細い高台をもち、見込みには沈線が巡る。 87• 88は、白磁碗W類 (2)である。

口縁部を肥厚して玉縁状に仕上げる。 89• 94は、白磁碗V-4b類 (2)の底部と口縁部であるが、口縁端

部は水平に仕上げられ、ともに内面に櫛状工具により劃花文を描出する。 91は、白磁碗II類(2)の底部で

ある。 92は、白磁碗w類 (2)の底部であるが、削り出しがわずかなために、高台は厚みをもつ。外面には

工具痕がみられる。 皿(93)は、白磁皿v類 (2)の底部である。上げ底状で、見込みには段を持つ。瀬戸焼

(95)は、瓶子と思われる。体部外面には灰釉が施され、沈線が巡る。 また内面も薄く施釉される。

丸瓦(96)は燻し瓦で、凹面にコビキB手法が認められる。 16世紀以降のものと考えられる。

土錘は土師質のもの(58~67)と須恵質のもの(68)がある。球状土錘（58)、管状土錘(59~68)があり、

管状土錘は幅1cmのもの(68)、幅2cm前後のもの(59~65)と、幅4cmを超えるもの（66• 67)にわけられる。

石器•石製品は、磨石・砥石を図示する。磨石（97) は敲き石を兼ねたものである。 1面に使用痕跡が
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第69図 5区遺構外出土遺物実測図3・拓影(86~99:縮尺1/4, 1()()・101:縮尺1/2, 102：縮尺2/3)
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第 7節 6区

認められ、それとは別の端部に僅かな敲打痕が見られる。砥石は、珪質粘板岩製（98)と軽石製(99)があ

る。前者は板状仕上げ砥石である。主として表裏2面を使用しているが、両端面と 2側面にも若干使用

された研磨痕が認められる。また、左側面には、長軸方向に切った溝に沿って割った痕跡がある。砥面

の再生を試みたものと考えられる。後者は原石の形状が残り、面的になる部分はほとんどない。筋状と

なる部分が3箇所あるほか、アーチ状に窪んだ部分が4箇所認められ、 V字状の傷が数箇所にみられる。

木製品は2点図示する。栓(100)は下端部 1cm程を細く加工し、上部は摘み状に0.5cm程が突出する。

割材である。木簡(101)は上下端が欠損しており、 2字分の墨書があるが判読できない。柾目材である。

第 7節 6区

最もJR沿いの箇所から、 3分割にして立会調査を行った。柱穴約70基、土坑2基、溝3条などを検

出した。掘立柱建物は確認できず、遺構密度も高くない。古墳時代以前の集落の一部と考えられる。

1 遺構出土遺物

弥生時代後期後半から古墳時代前期の土器、古墳時代後期の土師器 ・須恵器、平安時代の土師器 ・灰

釉陶器、石器などが出土している（第71図、第17• 20表）。
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第70図 6区遺構配置図（縮尺1/150)

第16表 6区主要遺構一覧表
遺構名 種別 形状 規模（m) I 出土遺物 t-:  挿図No.
SK601 土坑 平面形：楕円形 軸1.45短軸0.98深さ0.21I弥生土器 第70・71図
SK602 土坑 平面形：楕円形

軸075短軸065深さ0.24“ 弥生土暑・須恵’
第70・71図

SP610 柱穴 平面形．円形か 径0.45深さl.10 第70・71図
SP618 柱穴 平面形： 円形 軸0.58短軸0.33深さ0.26 訳古墳後期） 第70・71図
SP636 柱穴 平面形． 円形 軸0.35短軸0.30深さ0.24 弥生土器・竃形ゴヒ製品（古墳後期）•石暑 1第70・71図
SP638 柱穴 平面形． 円形 長軸0.50短軸0.30深さ017 弥生土器 第70・71図
SP639 柱穴 平面形・ 円形 長軸0.80短軸0.72深さ008 I祖石5石 第70図
SP641 柱穴 平面形：円形 長軸0.38短軸0.28深さ0.19 弥生土塁・土師翡（平安） 第70・71図
SP642 柱穴 平面形円形 長綸0.43短軸0.38深さ0.21 弥生土塁•li1恵91(古墳後期） 根石1石 第70・71図
SP648 柱穴 平面形隅丸方形 長馳0.50短軸0.45深さ0.29 弥生土器・須恵翡〈古墳後期） 第70・71図
SP650 柱穴 平面形． 円形 長軸0．祁短軸0.33深さ0.24弥生土器 第70・71図
SP661 柱穴 平面形： 円形 長軸050短軸0.28深さ0.23 弥生土器・須恵翡（古墳復期〉 第70・71図
SP665 柱穴 平面形： 円形 長軸0.35短軸0.30深さ0.29 弥生土器 第70・71図
SP672 柱穴 平面形： 9円形 長軸0.78短軸0.70深ざ）、29 根石3石 第70図
SD601 溝 幅不明深さ0.21~0.41 弥生土暑・須恵翡け古墳後期）•土師器（平安） 流水方向：南西ー北東 S0602と同ーか 第70・71図
SD602 溝 幅不明深さ0.17~0.23 弥生土器・須恵91(古墳後期） 流水方向：南西ー北東 SD601と同一か 第70•71図
SD603 溝 幅0,08ー0.17深さ0.08~0.17 流水方向．西ー北東 第70・71図

- 63 -



ー

9
亨

11

-『
.

一
，

＇

第4草木崎遺跡の調査

J□L3  -_-•二．T-ーロこ：7
三 ぅ4

こ 言 10 

ーデ下：覧□髯，

二□9ーここ)-!1
ダ＇，9，.I,：＇`，`芦；ク凸 5 
宕ど・'.:::.'.'r・い．、 立'.k心立＇

□]
6
 

屑

|

_

|
_

1

1

[

 

10cm 

□ 14 ,:=□ 6 

ローニニー： 言可三 ニニ~9
1. • -• • ̀・ 

三二—： ロニロ 21
っ二 三□ 言口22

否-,,-,.. • . - ~（口―

ー ニ：／ニ3028 一31

第71図 6区遺構出土遺物実測図（縮尺1/4)
l • 2 : SK601 • 602, 3 : SP610, 4 : SP618, 5 • 6 : SJP636, 7 : SP638, 8 : SP641, 9 : SP642, 10 : SP648, 11 : SP650. 

12 : SP661. 13 : SP665, 14 • 15: SD601. 16~19 : SD602, 20~32: SD603 

／
 

-64 -



第 7節 6区

弥生土器には甕（1• 2 • 7 • 10 • 11 • 14 • 16 • :I) • 21)、器台(17· 泌 • お） 、 鉢(26) 、蓋（刃）があり、後期後半

から末を主体とする。古墳時代前期に比定される土師器には、甕(12• 18 • 28~30)、壺(32)、高杯(22)、

器台(13• 23)、底部(31)がある。布留系の甕(28)や胴部外面にタタキを施す甕（29• 30)などがみられる。

古墳時代後期の須恵器は、杯蓋（4）がMT85型式期、杯蓋(19)がTK209型式期に相当すると考えられる。

寵形土製品の基部(5)も同時期の所産と考えられる。平安時代の土師器は平高台をもつ皿(8)と、

字状口縁を呈する甕(15)を図示する。灰釉陶器の壺(3)は頸部内面の屈曲が鋭く 、施釉はハケ塗りである。

石器は粘板岩製の扁平片刃石斧（6）を図示する。全体としては丁寧に作られているにも関わらず、刃部

が斜行し、不自然な形状を呈することから、刃部は再生されたものと考えられる。

追構外出土遺物

弥生時代後期後半から古墳時代前期の土器、古墳時代後期の須恵器、平安時代の土師器 ・須恵器など

が出土している（第72図、第17表）。

弥生土器は、甕（1• 2)、壺(3~5)、底部(6..7)、有孔鉢(8)、蓋（9）などがあり、弥生時代後

期末を主体とする。甕（10• 11)と高杯(12)は古墳時代前期に帰属すると考えられる。古墳時代後期の須

恵器はTK209型式期に相当するものが中心であ り、杯蓋(13)、杯H(14）、 高杯(16)、脚部(17)、鉢(18)、

速（19)がある。須恵器の杯A(15)は9世紀中頃、土師器の鍋（20)は10世紀代の所産と考えられる。

くの

2
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“図l7 :1 A~CIS a~ 含↑111・隋璽捻 土範稔•Iii 16 .. 72 9. I 9.5 25 趾転.,.デ 卸転ナ・デ |2ロぷ^ 回^ 2 心•高台鮎付•ザ ドm・函” ウ,-量..の"鼻紐干・員石•石・砂肩 ： 
“図l8 l Dll-15 a” 含層•稟璽捻 士薗岳・編 X)2 1.9 曲転ナデ 慮デ 2廣函賃色3 浅1."賃匹檀色9 1~2径良の白 •II色位砂量含む 良

“Mt9 9 D99 〇念• 士匹・羽癒 2 .. 95 鍔貼付・...デ ナデ |2工ぶー匂^ I 2C.iNl••• /2 l～臼血の白・暴e位干少量含U 良外薗スス付着

“図m 3 Cld 包含層 損患：詮•... 13.1 89 3.8L3  95血に）7 証転ナデ 高台貼付•ナデ |hロ99/C0.. I 叩ロ9.. l石～事公1点の会白9•9鳳色,.干少量・臼土の a 

“f1191 9 B15 〇含竃 須恵捻・1!i laI 13 三3 13 12.0 四転ナデ 卸転デのちナデ 庄，，ち... ナ,.デ・高台貼付|‘ロ紐9 .. 竺 1~3・和虞の白・鼻色翰干・'l'量含U 良

“Illz 3 Ciヽ 包含Ill 灰 鯛謬，碗 15J 95 正餐オデ・灰軸 畔 ナデ・灰軸 灰6Y7白/色l 灰5Y7白/色2 1 一シ餐度の白 ・暴色輪•砂量含む 良 内外濁事分以下●給

“閏2 9 - 庫雙捨木膚 釈輪"'lf•騎 (15.0) 0.9 匠寧ヨデ 皿転ナデ 貼付裏白 | 2E取•面·^／2 I'-ぶLRヽ7/9 lヽJaq必I下只合，，わ臼・鳳eね少量•6一柑履：の 良外園墨•あり

“閲21 9 EI4 怜水潰 灰輪膚揖•Ii 7.9 ？疇1固転ナデ・灰軸 饂寧 ナデ・灰軸 ヘ付9・固切軍9．か）•ア高台貼 |2ロ.5Y7止^/1 1 年ロ5Y1ea / l I量“会以9下，，黒色珀千1艮石•石黄囀少 良 見込・贖以下●給

“図お 9 - 冑西雙捻水清 灰隷冑醤・重 IO』 29 .A 0.“ 7 I :Kl!転デ・灰糠 凶転ナデ・灰軸 ヘ＋ラデ切り・高台貼付・|2← ぷ•••？̂ II I2em ．釦J.̂ ／1 I□心下の白・暴色怜干織量含む ll JI.込•履から下●給

“因五 3 Cl3 包木含禰・）（北雙捻 繰冑醤t，翰 (U) (l.5 回転ナデ•紬囀I 証陣ナデ・沈糠・誡 裏デ台・縁貼付•四白
゜ 臀5一以下の白・灰色位干少量含む 只

“Ill" 3 CIヽ 包含層 白議・編 U2 ,., コ,,クロ ・クズ ロクロ•E 縁纏な鳥色紐子中量含む 良

“図蕊 l Alヽ 〇壁揖水膚 白慮・鴫 aa 
ロクロナデ・ケX

3.0, Dクロナデ 剛9出し高台 I”に”し』'9 微繹な鼻色粒予葦量含む 良 裏..炉ド分以下・廠賽•

“図四 9 - 剛雙揖＊膚 冑蘊•編 I‘’ &9 3且 ,., 30 ロクロ.,.デ ロクロ1•デ 蛇I•高台 2灰．町貫6e／2 ．糠な9・晨色粒そ織量含む 良 貌郎●馳・日疇

必図l • 0,1 sua 士晒慕・・ 11.• .., 9 1 1.9 ~·趾転ナデ 回転.,.'デ 匹＊切 灰IOI白証eれ,’ 灰1'YI白這色／2 チ,_,.,ャート•の雲黒飴e少ね量干含・む艮石•石・ 良

鉛図2 ヽ D2l SPl>l 土晒岳・鯛 11↓ 5ユ 9.8 &I 5.2底転ナデ 細転デ 匡餐項h切り |2乙ぷ^邸^； 2ー.ii'i^l/^3 1 ~̂»2●·9のj雨•色ぶ【千•長石•石・..ヤ一 良

必閾3 • D2l S9121 土葺醤•騎 1 ... ,., u 29 1.0 曲転.,.デ 回転ナデ 年糸切り | 2拿釘••い̂ 2̀.S―t^ i/3 I一細紐：叫純灌” “ む 良

必閾9 』 D21 SP(21 蟻9塁・董 15 19 函池サりデ・四 如デ 年台貼ヘ付ワ・ナケデズリ・高 姦 灰叩色I 1~2・杓夏の白・黒色泣干中量含U 良

心閲• 4 021 SPl21 績恵醤・鸞 に鮎付ナのちデナ・記デ干 駈竃；ナデ 匹a涵z JヽI 2“.5'1にロ5/1 4・以下の鼻色粒予少量含U 良

46図旧 9 D21 SP9" 犠•宣 ,., tW 回転ナデ 底デ |7a-'a Y6/1 即転泉切りのちザ 2“S・Y?皐/2 1-3 杓賓の自・暴色位砂 量含む く、や

“閃II 着C'210•2l S016 土·• 12ヽ 49 25 47 ．ヽ． 凶転デ 但庫ヨ・デ 匹贔切り |2-函- 3̂ 2̀.'SYl―^ /3 ウ,_量頃這9の黒色拉干•艮石•石寅・震鉛 良 外直スス付着

“図l2 』 C21 SI)16 灰 冑捻・・ 12.11 &2 9.4 9.0 19 紐にナデ・灰籟 区寧：ナデ・仄綸 一付・ナ糸デ切り•高白貼 5灰Y色II 灰匹色I I一下の白・鳳色怜＋少・含む a 見込み

4●図19 、OO・21 `X• 綸器・鵬 12., ... ~· 0.7 0.9 即餐デ・綽鼻 回転デ・匹 寓台貼付・ナデ |函.... I~ 髯樟な白・暴色粒午織量含む 皇富台•紬屯‘

“図9 d B21•21 頃 包含層 伍 土醤，甍 195 2S 菖コナデ・費1U1鼻
6) ・コナiデ・クズ） にIOYぷR1ヽ1鎗9傭色 ?に5Y隅い嬢Iヽ色 砂I~代2・・チ消ャ頃ーr，，ト蒜●●色母氏中干量・会量,石,,•石寅・ 良

“ll!I9 < B公） 頃 包含眉 虹 土岳・鸞 0:LI!) Q5 纏如鄭9•ナデ ナデ |纏l叩ヽ・I にIOぷY函い賞9槽色 I.皿.↓下，，員．石•石•砂井・帖櫨烏少
棗 小孔(I)

49図3 、B20 上層S含● 惰土診・・ 175 9S ザ ・資間縛(5) ナデ 7に年ぶい纏/3色 ?に.sYRい?鍾/l色 ”I~6ー・ト大・砂の柑赤少色較量干含む・良石•石・ 良

“図4 < C勾 上屠包含層 膏紅 塁・貸鰤醤台 9ガ しぽり・ケズリ にl匹ぶいI會ヽ槽や にlOVR79ヽ/3菫槽や ウI～量ねえ・，，ヽ9S・示e.. -{•••·ヤ ート・0屯 只

“因5 ` B21 三ヒ層細匂含層・谷 紅 土捻・董 スクンプ浅＇・ナデ ザ に10¥ぶ叩ヽ／羹2檜 1·0C~"-逗-’3 砂I ～分五・•帖血飯井の少自量蒼会色99位千・テャート・ 良

“図9 9 D2l 上層a含疇 土峰 ・覺 1.. 7.5 ll.O ナデ・ケX9 .,.デ ヶズ） lに匹ぶいた賞畳色 に19ぶW迅い／賞3髪色ヂI~3-ト，，・砂赤俎•暴中e量.. 含子む・・石•石菟・ 良 外直スバ寸着

“函？ 9 C21 直臼含層 績息謬題 IU 1• 底.,..デ・沈鼻 底ナデのちナデ 芯 芯 ．糎な白•鳥色較.r,,J,量含む 良

-67 -



第4幸木崎遺跡の調査

褥閃書号 に グリッド 遭轡層位 印•醤彰 ば 息餞回 召
9匹 Il2 瓢讐・編文・綸鼻i 色• 給土 隻成 ●含

n縁 罵 霰 鰈 外閲 内渾 霰鴨 ＂置 外"’

"員8 9 匹 .I-屠 a含層 須恵誤・逗 (12.~ ,., 正転ナデ・心•
年 デ | 凶ロ.. ヽ“ 立° o.s-以下の白・灰色柁子•少量含む a 9、

肴7閾9 』心 上•a含• 犠•... “..,..,.纏ァ••e'".... ' 底ナデ•8然綸 凶転ナデ |Nロ'紐‘ "°℃“ I 五の白・鳳色拉十→量含む 良

41閾[0 9 C21 ma含疇 颯壱11・覺 匹(9)転•窮ナ状デ女・沈● 匡転ナデ |“Im‘口,.. II 皐JOY口応9.. VI 1 ～紐•大の白・暴e·T少量含む a 

“図tl 9 C20 上層包含疇 損恵塁・覺 匹文文•・沈沈ナ纏鼻デ・蒙・績状状 年デ 灰7.西色I 品1 I疇以下の白・黒色籟午少・含U 良

41閲12 'C21 直〇含層 績：I!!醤・"繹 罪； れ な 璽 年デ
心バ w• 

’一以下の白・灰色籟干●“゜ 良透かし
灰色 灰色

“園[9 9 B33 上層包含層 須 琶醤・”戴 靡；デ・沈•• に寧サデ :g 品° I—以下の自・灰色怜字儡量含む 良

“閲U d C22 直....a*9含.層•胄l 禦恵髯・董 l4.5 29 9.3 此貼付ナ・.,.デデ・つ事み庄 .,.デ |Kロ建“ 
ロ`0゚b 

I量叫又下，，白・鳥色代子少量含む 良

97閾(6 ヽE!I 上層包含Iii 攘恵塁•四 143’ &4 79 920 12.0 即転ナデ 卸転ナデ 証基台へ鮎9付11J・ナ9・デナデ・ ぢ 芯
1~5積 の鳳色粒＋・量石・石貫：中

量含＂
良

da図t6 • C21 竃檎園直上 土範醤・賓 22S l.2 IIコナデ・クタキ ナデ 浅10¥賃噴檀釘色9 浅10函賃橙色• ヂ1~ャ2ー一ト稽・雲裏侵，，少斎量色含ねU十・量石·石寅• a 外属が付曹

48閾i1 4 ^・血 直〇含層 土鉛稔・騎 5.、 10.̀ 凶白デ 蜘転ナデ に糸切9 |2 ．． ぶこ口切 に19Yぷ町い／鎗9”P』..-{•懺饉・竪攣 良 内膚に属付着

侶図l8 ヽ 020 上層包含疇 士晒喜・帽 IOA し3 99 18 7.9回転ナデ 囮転ナデ 回転泉切り |2量ぷ鎗m“ 2．に5“"“/'J 書1~`2吐一径•L度鼻の文家J9・暴色位＋・景石•石 良

“閃し9 9 C21 上層包含層 土麟湿・11i 122 9.o ，． 2.3 12.0 四転オデ 回転ナデ 庇寧糸切り 浅IOVR8貫橙/色9 浅1-0Yl賃遺橙／色3 母I~少2-量含，，赤む・暴色..干・晨石•石・震 a 

“！図五 • C2I 上•a含層 士麟湿・算 1 2.3 こ0 3.? I~ `‘血に t一、 曲転ナデ 凶転贔切り 2帳5m贄̀ 色” 2療.5 貴e 少1~量3含．ウむの員石•石・テャート・砂沿
ベ：

¢Ill91 • C20 上層包含層 土鍼塁・蠅 145 a7 、3 18 7.3 回転ナデ 匡寧サデ 回に泉切り |傘Im．．函．^9 直IOW一し鴫'‘3” 砂I~州3・・チ・和ャ度ーのト奪少量紐・>:I子,・畳石•石葺・ 良

“図四
C~E2L・

鴫 c 口直99 8→ ̀含•Ji • "' 士鰤曇•Ii IU ●, 1 3.9lOB 99.o 立にザ 曲転ナデ 紐転贔切り |ば文？ I2̀函・・＂ I―`'麓裏の賽・鼻e籠ザヽ含t, そ：9

..関コ ヽ E仄 上層包含● ±匹•綱 Iヽ5 ..9 •-• 9. • l2.0 配転ナチ ば婁 .,.デ・II囁圧 凶転糸切9 2峡."賃t色3 2廣.m 貫色 1Im~2大・の9砂〉白代・寮1ほ鼻含む色位子・砂宕少量・ ';' 
48閲以 d C2l 項 a含● 土•檸 I4 9 &• d.65.3  t20 匹転ナデ 即転ナデ 細転贔切り 1:̀．函・a／3 2̀.S“‘ I3 ウ1~量とd,S,艮:,,,...,,_ {••OT•ァ← そ：

心図お ヽ C20 上包含層 土•綱 I0.7 • . I 9.9 a3 ,io 比転デ 回転ナデ 配鼻己議切9 |立~3 9-．函-•n ＊I→の叫チ←闊卜：の1久9会・鼻99色晨•日9量・云 ： 
49閲蕊 • B21 上層包含層 土閾馨資 11.5 9.9 .̀..2  2.o 固転ナデ 卒 .,.ヂ 脚攣泉切り |ば呼ょ 7̀．函tt↑ーId 1-臼粕度の奪・鼻色拉ザ 量含む 9:  

9ヽ閾口 4 C21 項包含書 土晒彗・綱 14.9 ＆ヽ ‘̀ 2S 19.0 lll転ザ 匹 ナデ 高台貼付・回転ナデ 2羨．函賃色3 2険．函賃色n 中I~量... 含程む良の壽・員石•石夷•テャー｝眉 : 9 

4●図誼 d 82l 頃包含層 士統鯰・耳鳳 9 0 93 ?.5年 デ 副白デ 回転贔切り にl西ぷヽ ／貴9槽色 に19Yぶm /ヽ貫9“"‘ 五叫下の白・寡・鼻e校•ゆ量含む そ：

．．因29 < 020 這包含層 土闊彗・・ IO l •€i L• 90 19.o 区寧：ナデ 国白デ 厄寧ぷ切り |2“．函・“ん .. 19W.濾.. ／. 9 チ`ャー下Iの暴色尊.,••良石•石菟・ ：や

4•Iiix 9 C22 項 8含Ill 土匹・鼠 10.S 4.2 1.7 6..1 “LO 凶転Jア 記ナデ 仰転泉切り 7糟S賃”檀叫色4 にJO匹ぷい／贄3橙色 ,量_含以む下の•黒e..子・員石・石貫少
ベ：

侶図31 ヽ 020 J-鳥 包 含疇 士閾慕・・ IQ9 43 28 9.I IU lllte）、→ 即転ナデ 回転滋切り 9灰．函自色2 灰2.5Ylae/2 量I~含2・む税虞のヽ・暴色牧千・チャード中 ；ゃ

..図立 ，函 上層包含層 士麟嚢・・ 10.7 5.9 LB &4 90.o に和デ 副転ナデ 回転糸切り |2『.,.,.,-̂19 2C．函}／̂2 O今.S•~・ 2~、日 ・面・鳳色”-f少量
良

心図コ 疇 C2[ “8含疇 土繭彗・・ 10.7 L3 -̀a ao 120 立 r,- 皿白デ 回転切り | 2ヽ．叩・^  己直5・w“n‘ L9~2・一・行 の自示・鳥色耽干・チャー
ベ：

“図“
，函 上層包含署 士麟湿・・ 10.< ao 93 9.2 12.0 四デ 国軍サデ 匹転糸切り 灰2．函白色9 灰2.5Y'/賃色/'2 I~.l下の白・鳳色籟午少量含む 良

心図S 9 C29 上●包含層 士鯖墨 ・・ IOS 

＇` 
20 120 99.o 曲転ナデ "'転ナデ 囮転糸切り 2峡．函賃色9 浸IOYJ賃逍檀／色9 ＇一以下の白•萎・鼻色輪砂量含t, 良

“閾お 9 E21 ヒ層a含層 土鰯塁・・ IM 5 .• 9.I 92D •-•年デ 副転ナ＇デ 匡転糸切り |・l‘四a・-13▲ こIOY1'8/ー~3^ 1.....紐訊冶・鳳”"少量含む ： ＇ 

心図37 ヽ 021 上層a含層 士輌彗・・ 11.0 し2 1.5 IZ.O 92.0 畔 畔 .... | ロl叩 コ^ 如^ IC1エ0"函 V9 1Iき~2一程度，，白 ・蒼•黒色位干少量含 9:  

¢閲埠 、 021 直 包含JiJ 土鰤塁・・ 11.0 5 9 19 15 a≪ 紐に1ア 副転ナデ 回転切り 隕＂＂這II／色9 1 浸S賃橙I4色 戴戴’ヽ蒼・鼻色賃砂曇含む ：』

8ヽ図99 9 C21 上層包含層 土麟髯・・ 11.l 五5 L9 •• 
"' 

血にIア 固転デ 回配贔切9 |2．に．函．．^ 9 2．饂．函““／3 会1~"2遍·吝買，，白・畢e韓干•Oy重 a 

“l閾40 9 82l 頃 包含層 土鰤稔・・ 11.5 9 d 1.3 9』l 1.5匹転ナデ 回転ナデ 畔糸切り I~ー函ー·ハ̀‘ ー19"ー•·奮’‘. ェ1一，五チャ紐ーゆ碕量・暴わ色位f••畳石•石 そ：

緯囚い 9 C21 上層包含● 土·• ll 9 ↓9 1.3 99 12.0 王にナデ 回転デ 回転象切り |皿IO\'ll8一贔~/·9 IシOY・—函--̂3 女1~の2血大の1点晨会石9••石•砂少量・ ,~ a 

..Ill42 ~ A•El9 這包含層 這邸・・ 11 9 59 こ0 9 .• “区ナデ 叫紀•デ 蜘転糸切り 浅llll'l賃磁檀n色 l授•W賃檀色3 含1~む2事＇稽衷の巖石•石寅・チャート中量 そ：』

4●図心 d ez! 頃 a含層 土鉛捻•員 11 .. u 2.1 13 99.0 即白デ 厄ナデ 凶転糸切り 1公只’ 1・函“‘A3 o1~和... 宵柑の反テ←の瓢ゆe,.量,含,,’.. ’ 石 • o,..L 良

、8図49 9 C•E2J 山直99〇上拿含層・"' 士範稔・・ 129. 9.2 22 m 99.o .,転ナデ 刷転デ む転桑切り |・Im量しm』aa I鰻19涵●疇•9 ゆI~6量・含のわiJi.色泣干・艮石•石寅・チャー ：や

4•Ill心 9 B2l 頃包含● 士•庫諏 l1.l LB凶に97 皿白・デ |傘l四~～/3 `  寓・ザ台鮎付・即転デ 2『.5Vll占 /^1. I～•土こ• • 船『碍鳥紐干・テャ→少 9:  内置スス付曹

侶図“' ヽ C2[ “8含疇 士鰤湿・量 ,., 120 塵 誡 副転ナデ 匹糸切り 桟IIJ¥賞四檀色• 浅19W賃檀色9 砂,_共,”中＇杓量虞含のむ蒻＇色 餃＋・貴石・石冥・ 良

8ヽ図れ < 021 上層〇含● 土蝸稔・覺 13● 2ぶ にデ•,,.. 年デ |2・幽ぷ釘3 I“O~W... -← 3 チ1ー3ー·ト爬・虞＂舟，，薮事i量e”t~.9...え5 •石頁・ そ.. 

心図99 ヽC,I 上凰包含● 土甑馨・甕 zui I● 匹デ・9クキ 如デ に1匹ぷいI會9樗や．lに.5ぶ面囀／9色

•＝テ．,-.•~ ―ヰ-.~~--むー＿^'・竺石ず~·す一ざ2．"．屯．． 笠•長． ＿:i:る戸•砧＿·且―＿ — 

R 

“i図49 ~ A•B公）・21 ．直〇含層 土範忌・覺 四A IJ に転ナデ・タ9序 匹転ナデ に16ぷ函い1貴9檀色 2灰.m貫色た 良

鈷図50 • C勾 上層臼含層 坪 鯰・羽蓋 ,.. 12 鉱付誓のサちナデデ・鰐貼 匹配ナデ ？にふぶ'R7い檀/4色 にIOYR7ぷい/3賃檀色 9:  

“閲59 '.勾 這臼含層 土 塁・羽蓋 公U9 •• "デ貼•9付9・キに転 に清吋デ 7に5ぶYれ?I渇ヽ や， 1-.Sl'?-・ /2 只

心図工 、四 直 0含蘊 土範塁•鐵 算● 03 匹 9,. 底.,.デ にIOYR1ぶい/鑢3樗色 1に9匹ぷい／●3,.,., ト1~・.. 5・ .... の蚤量紐会・ゎ·F•員石•石・チャー 良外置ス付着

心1l153 A•B22• 
9.,9 蟹上層悼木〇戴含層・11! 土“喜・編r 四 l」 四デ 江転ナデ 灰10¥自如色 に19而ぷい／賃9唖色 チ,_ャ積ー良トで・砂渾沢色・電侵•(•中•晨量石含•石U寅・ 良 外置が付看
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認閲• ..,, SP2ヽ7 卿生土謳・麟l郎 1.9 1.9印 ＾ケ•9トデ 函明赤褐ん色 函叩患•色 .,.1~ャ2ー一ト大多の量含eむ位←・員石•石寅• 9:  2礼1対の小孔(Z)

“!IIIO • B21 SDl9 土範塁・・ l:U 9A 畔 ナデ・グズ9 | 7~釘ヽR7/• 2、．．函• I富～・五テャ罠ー哀トの壽量・黒Ie色位ヽト・晨石•石 そ：＇

碑 II 9 829 匹 19 土•賓· 伽 ．4） l .. .,.デ・捐噸圧貪 ナデ・ケズ9 にIOVR1ぶい/奮4樗色 9IこOぶWい/贄9樗色 ＊I·の曇下石員，，，石量•石全19・テャート・震嫌•9ー 良

母 l9 • C3 ロ 賽塁・甍
畳ハ江ケl鄭 め・ナデ・ ナデ•9司突 ？9こ．函ぶい？檀／4色 1に.SYRい1檀I<色 五叫1下の灰自•寄色較干少量含む R 

碑 13 9 C勾 g"' 灰籟費醤・覧 (17.0l 9 .• "'転デ・灰麟 立 rデ・灰藤 灰幻白/色I 灰m白/色1 微”‘自色菫T箪 量含む a 

蕊調 1, 着 820•21 匹 2 膏生士編・高汗 12.l 12.0 ナデ・ケズ9 ナデ ＇10："ぷい●‘檜や
9、己5ヽ"員れ1• トI ~•砂2一央＊涵量e•5.. ー,•の•テ畳ャ石ー•ト石含憂99・テャー 良

芯閾l9 t 6 20•21 SD22 士•羽雀 24よ lA 底キ転・鍔ナ鮎デ付•99 脳転ナデ 1に0而ぶ心ヽ／霞9樗 1-9YRB/3 --・ 1ト-中3量会t寮9色泣＋•景石•石・チャー 2 鰐9こ;,~tt着

S9閾l • A•B勾 北董樗木膚 囀土稔・聾 16.3 92 ・(`コ)•ナ9ヽデケ・’賃'四仔●文 璽コナデ・ケズリ にI●Yぷmいn賃綱屯 9に年b遭I4色 砂I~生5ー・チ也ャ覆ーの坪奪量色含義む子・員石•石寅・ 良外瓢が付讐

S1閾9 t A•B20 .... 下＂包`~含.. 層...•北... 檸生土稔・霰罵 99 1io ハケ ヶズ9 .,.デ | 2櫨．叩•し血I3 I1こrぷれ応いi/賞3褐色 チ1~ャ2ー・'ト飩・・覆他，，中涵i量e,.9+9...石・碩 ・ 2 外賓iiiあ～り村 讐・＂＂鼻

57閏3 • C勾 下眉包含層 虹土塁・豊 112 四 虹デ・ミ糠，，9キ●靖l-.,.ナデ・・ミガキ＾ケ

忌にぶい櫓色 にぶい糟色

『i匹品愁ば謬＆む 良

5？閾4 ・心 下層包含層 臀土•皇 Ì‘l U5 量 0・ミガ合 ミ，，，キ・^ ケ・ケズリ デ1 ~ャ“ー•トの中章量色・懺粒繍午な・慶雲石母•縁石量含•砂む• 良外餌が付讚

釘園9 ` c 下層〇含層 卿生土塁・量 17.0 a》.o 貰置螂6) |.,.リテのらハケ•ケズ I ~·＝十2·Hの山森••色.や..千,...石・碩・チャー 良

57閾• • C 下層包含層 ”土醤・董 125 紐 ザ9、・費口(2)•1ナ圧憲デ・・!ヘ'”9..”合文I蠣 に10而ぶ9ヽI羹'樗や |I讐m帽色紐 チI~ャ... ード大の量et9位←・員石•石寅• 9:  

-69 -



第4幸木崎遺跡の調査

褥閃書号 区 グリッド 遭 轡層位 印•醤彰 悶息犠（一）巴
,l'F皐119 匹•lU:·綸鼻i 色• 馳士 隻成

n縁藁裏罰 外閲 内渾 霰鴨 ＂置 外層
●含

57関1 ~ C公〕•24 下層〇含層 餐生土尋，鷺 ,, 9● 畔 ... 1年 19
明賃灰色

1．函 1/&
檀

I~2·の白•暴色柁干・チャート・砂沢

多量含〇
そ
歓

”閾• 鴫 A2) 下層臼含層 資生土曇・体螂 霰状女 .,.デ・，，ゥQ,l |'帽YR7色 /6 1に．蔀し？一／`  |`1～4三9·虹会••の晨石•碩•9.,. •• .. 良

S7閾9 9 C21 下層8含疇 ＊生土塁・憂碍 II會 {U ) 0.2 ... しぼり にIOl'llllぷい/3魯樗や ?に•四い糟Iヽ P 19 ~929  • を一度＾の＇家色伶午・畳石•石寅• : 9 4•ft. (3} 

61図i0 ヽ Cス） 下層匂含竃 檸生士彗•お台 209 3 .,.デ・量聞纏） ザ 1浅.5賞函檀色• 表IO'lf!B/貪If色4 1量~3・む戊景石•石夷•チャート•砂中 やや
鰍

99貴IL 9 A20•B3 下層包含層 檸生土塁•鵞台 292 49 貴糠9) 畔
n滋 I3
浅貫橙色

IOVI這／3
浅賃橙色

l -"Za1')~色粒子・員石•石・チャー·
卜多量含む

やや
艤；

S1閲!:! 4 C20 下層口含• 賽生土 璧・・節 90 6.5 ヶズ）・ナデ ナデ |7編ぷヽ贔.,, ？ .. ．函クI • 1卜～.. 五.•,の:t記•色粒千•長石•石寅•.,.ャ 良

m図(3 9 C20 下眉8含電 餐生士11・鰐郷 17 • 24 ミガキ 頃 9・ナデ・ハケ に”"ぶ"ヽ "賞崎や．に10而ぷい/賃3樗色
I量口哀"哀，，臼・斎・鼻色籠十・チャー｝中良 4 

釘憤U 9 AS) 下層包含層 賽生土璧’"’ I↓O 15,、ケ ^•9•デ ハケ Iに如ぷいI賃•檀色 9洩ぷ貫9色̂  1--z-の長石・チャート・砂岩多量含む 良

S7図tS < C勾 下層包含● 虹七嚢・鉢 ”D 2B ナデ•八ケ ケズ9 2Ei7/3 
浅貫色

10YR7/< 
にぷい賞檀色

1 一五•の蒜色蝕子・員石•石寅・チャ
ト中量含む

只

8噴 15 , C公 ・2l 下層〇含層 土鰤醤・皇 102 29 ナデ・＾ケ ナデ・ハケ・ナデ 7＇：5ぷ"`叩“ に19ぷYR7い/賃9樗や ＇1ー~．3チ・ャ'紐ード中の量●含●紀99色粒~··員石•石 a II置スス付曹

57翼し？ 'C21 下層〇含● 士晒岳・賓 ●2 23 ナデ 9ヽケ 7に年ぷ／9 1函—·• チI~ャ2ー·ト税•砂虞舟の斎多＇量色含輯t子, ・員石•石寅・ 不良外置が 付着

紅図lS 9 C21 下層匂含層 土鰤曇甕 119 “ ナデ・ ケ^ ナデ・ハケ・ケズリ
10¥函9
にぷい賃檀色

函 9
明手褐色

1--2一大の自•寄暴色較子多量含む ベ：…丸 付着

57閾19 9 829 下層〇含層 ・形土鯛品 島け の ち ザ ヶズリ¢I)らナデ |ロ111'{··磁量1•2 に10涵い負3樗や | 上’一•荏・哀の黒色粒．f-・畳石•石寅多量
良

69図勾 • C21 下層臼含層 ●形土舅品 ハケのらナデ ケズ）・ナデ ナデ にl四ぶいI雷9縛や I註ー一w^/3 チI-ャー下ト・，，砂示丹•拿罵量色会校 (-•員石•石寅• 良

＂閲 21 'C21 下層臼含層 ．冠土鯛晶 ナデ ＾ケのちナデ 庄績 にIOIぶ函‘‘.9,.や にI•ぶWい讐3嶋や
|口．以下叩• Ill色怜＋・量石・虹多

良

91,.2 • B勾 下層包含眉 績恵彗•重 鉦象状デ・北鼻・訟重9檸ナ』9デ工・具吏）さ出し ナデ 霜 nvo 
灰e, 1~2一義良の 自●色翰ヤ少量含む 良 円ん

m・閾" • 020 ...Ill包含Ill 土•綱 13.1 9.、ヽ．.,.. 120底寧,...デ 回転ナデ 凶転贔切9 I:-ぷ・釘・4 ＇, 9~．釦一鼻n 1・~-2・・-，，白・・起mィ・少量・懺鰯な黒 9“ べ』

97閃お d 020 下・包含層 土•；； 12.. 93 ,.,,.. 12.0畔ナデ 訟転サ~デ 回に贔如 |2 .. ぷ.,？・／3 :’ 9• ,5Y7••^ n ＇一下の員石•石芙・寿紗量含む R 

591111お 、C21 下層包含疇 ±峰・・ 19.9 ー`・ I.I &l “ 試亭ザ 試デ Jll[転集切9 7表5賃"檀這／色9 ?.SYR8ん
授賃橙色

1-5精虔の壽・鼻色校十・畳石•石
寅少彙含む 良

59図” 9 021 下層包含層 灰軸冑暴・嗣 15S u に デ・灰輪 匹.,.デ・灰軸
2.5Y7/I l•WI 2 1~2·の白•鼻e陀+•5~下の石

良
灰自色 灰賃色 夷少量含む

玲翼9 ● C20 s四？ 士鰤稔・甕 ＂這 2● ナデ・ハケ ナデ•タズ9 I:“函’ 9̂ 
l？』0四 Ĵ● 1.'.→.一・ー虹・． 砕・鳳・m色位9•砂伝 や“や

3̀閾9 9 C29 3 石の下 竃土晶 ナデ ‘‘ヶ |ロimーm重△ 鳳19四嶋色I と・叫今.下.，，員石•石寅・チャート・砂弁中
良

邸'Iii' 9 C29 Sく07 士蛹苺’'台 ao L5 ミガキ・ナデ ナデ に1年ぷ憧／‘色
1,如 Ì
にぶ

1-:i-..大の示色雇子・員石・石漢・

チャート・霊侵少量含U 2 

印図4 • C2◄ 玄 07 濱：I!尊•”.. (11.0) 1.o 四 転ナデ 鉱デ
'7/0 
灰白

5Y6/I 
灰色

葦檸な臼・鳳色牧干少量含む a 透

給IIOS • Cれ Sl(09 心醤・叩f 020) 9.. 回フケ転ズナ')ラ・即軍 匹デ |5ロ¥'W“'I I 心「~n^ 1-2の白・鳳色仕千少量含む 良

お函9 9 C以 SKlI 五 士稔・賽 17> u ナデ・費皿練2) ナデ I:::-'鑢 ' 
|1綸函鼻6/6 4I~量5・会柑"度の白色粒千・チャ 9•砂 2 外置 が 付 着

..ll17 5, B2-t•?S 5ku 膏生土稔・高汗 2&《 1.̀ ナ ナデ
5"<>I • 
明姿褐色

I•VR1/ ‘ 
にぶい贄橙色

1~2租の奪色ね子・畳石•石・
チャート•雲侵多量含む a 

印閾• 5 82ヽ •2S SKI≪ 攘恵鯰杯董 10S 0● にデ 区転ナデ |9ロ99/山•• I出 1皿以下の白•黒色控子少量含む 良

印禎9 'II>< SK19 須恵絡・坪董 12B 1A 匹 9-, 幽転ナデ |2『口却』＾ ／9 I2^、5Y一●ヽ/・i 微纏なa・暴色義干少量含む 良

磁 90 5 B2̀ •25 SKIヽ 颯巴鯰•寄董 13A 
＂ 

証にデ に軍サデ I~ ’^  I空 1 一わ•の白・鼻e.~干少量含む 良

磁 u 5 B24•25 SKIヽ 績恵醤•寄董 IU u “緬•エ具9 四.,.，，
四 0 心パl I・必 下の白・黒色柁子少量含む R 9ヽ 灰色 灰色

6磯" 5 B24•25 SKI• 須澤塁・汗II 1 .. 05 筐寧サデ 筐竃サデ | 5Y7~,/.. 1 I~ ' ! I~下の白・荼...色鰊干少量含む 良

印図(3 • 82̀ SKU 瀕恵鯰・寓年 .. l |区こ`r転ヽ=ナへ,9デ・回転 匹ナデ | 心ロ“ I心tエ9』董 I一下の白・暴色杖 ，•轟量含む a 

“tt:J[,t S CD蕊 SKl? 犠恵鯰・l:fll (la) 匹...デ 配摩ナデ |、i．mI  I 「1●mV1!7』と鼻•II I量 下の白・暴色蝕十少・含む R 

“咽lS 9 825 SKIS 脅土彗，重 18よ I.I ミガキ され・ケズリ 10\函•
にぷい賃檀色

10"迅／1
にぷい費檀色

·-心の長石•石・チャーゆ量含
わ

良

が111(6 9 825 SKI5 ＊；生土 髯・台付量 .., 98 ケ ズ •馘 ナデ |5ヽ畑土滋一＾ ＇ 函心そ口•2• 
拿1~3・大 や“や

緯図i? 'B2S SK95 奪紅 鰺・馴台 10., 9.9 ナデ ナデ ザ 5にWぶU9/i*鵡や ,3哨四奪尾6ク 和I～細ート鑢•砂光緯量e.. " ヤ ・年 ・碩 ・ ベ：

給図[B 9 D29 s 資生土醤•豊 蜘デ•9ヽ・バヶi点文9.,.ミキ にloぷn滋いf賃i慢色
?.5YR6f• 
檀色

●'”砂辺下量の含臼む•家・犀色較干・テ←9・ 良

59図し9 9 C“ SE  須恵・叩 I 1:lJ) “ にデ 鉱牽ョ・デ
1ふ '6/1
灰色

心n
灰色

葦纏な白・鳳色松•f少曇含む 良

お図エ 9 02ヽ SP函 伍 土稔・賣 lM l● 
l戴脚諏2)• ・-r·

ナデ・ケズ
l叩 I9 2 S'i?('Z 4I·~”以下’の’白・鳳色ね＋・チャート•璽母 良,、ケ にぷ ー一＾

“図2l 9 C2● SP匹 紅土槃・壼 13> 35 ナデ・費口）•
ザ

惰ズ鎮）狂績・ナデ・ケ
にIOYRIぷ /ヽ●ヽ槽や 1に.SYRぶい7槽/t色 I冬~量5会・・の"出・赤色怜干 ・チャート・砂虻 只

89閲コ 9 826 SP11 囀土鯰，鉢 915 09 響即檸rs)・ミガ＊ ミガ今 1に..IYR?ぶい檀/<色 にIOVR7い/檀3色 ●●な白・暴色帷干少量含む 良

紐閾9 '"'' 四 土範塁・把干 ナデ
5¥'6/6 
檀色

1~2-の示色粒干・晨石•石・テャー
ト・砂宕多量・露綱な震母少量含む

良

紐閥9 9 B24 匹 須恵岳・坪董
巳 9 •Ill.,, 

呻.,.チ 5ヽ''" 25Y●Il I皿以下の白・鳳色粒＋中量含む II. 
ケズ＂ l=9 .. '-ー・

“ill9 
C24•D・， E26 SKぺ•Sl(J)9 瑣恵彗・年9 12 10 四デ 回転デ 駈 へ9切り・ナデ |四『‘賛0 I心『凡• I一以下の白・鳳色韓＋中曇含む 良

“uu 5 D25 SP339 土暉馨・鱒か 26● 12 饂ら寧ナョデ・デ・＾ケの 匹寧サーデ 10\函•
にぶい●檀色

10VR7/f 
に 9ヽ 賞It色

1~6·の白・荼色や:r••チャート，砂
少量・・編な震得少量含む

良

“団5 'C25 SP均 脅土•賓 208 1.l ナナデデ・賽釦募(6)• ナデ・ケ力
n 匹 9 ”ト1 ~・砂3→·州Lを•度砂む＇の中赤色量紐•7—・ト薗・員'石”•石ヤ寅・

良
檀色 檀色

“固l 9 m• 9DUI 虹 土塁・費 19A 1.1 ナデ・費匹織(5) ナデ・tM噸圧賓・ハ 75四 4 J．函 ／4 I1量-会2-9稽裏の白・斎；色輪十・テ←ドP 良 外虜スス付響
ケ・ケ99J にぶ囀鼻 にぶし鳴 鼻

“Ill9 , 025 SDi8 虹 土彗・賽 IU IS 費直l糠I~ 畔 5W・ 四・ I~3の元色ぶ子・長石•石寅・チャー やや

檀 糟 ト•砂先•雲母中量含t9 軟

応園9 • 02ヽ SD埠 伍七稔・甍 13.3 ” ナデ・ハケ ザ・ケズ9 91こ0\ぶ函凸ヽ鎗•嶋9b1心-・YRlI• ’~上2ー·ト覆•砂虞丹，，象冬量紐会,平, 員石・碩9 良 外置メス付着

記閾4 9 D25 SDI● ｀生土醤・庫戴 59 9.9 .,.デ 9ヽヶ ナデ | l皿m．． 幻~~ •^ に19YR7い/賃3檸や |紐I →・•帖虹斥央叩・チャ紐ート臼中量［会石 ・頭 ・ 良

“榎is 5 D2~•お IS0・ 18•9鯰含
・形土鯛晶 27a “・O 99.、2.6 96 

ナデ・ハケ•霞蠣
ナデ・19ズ9・ナデ 圧貪 ＇1：0¥ぶ如い●槽や 9に.5YR1ぶい帽/3仁 ト1-・酌:i-.粁の，冬量色含t9干••艮石・石貧・チャ-

6ヽ.. 庄糟
良 皇にスス付鼈

“辰9 , 025 SD18 須恵謬・坪H IOJ 0.9 四飯ヨデ 四飯ョ・デ 庇 へ9切り
N均＇．

灰色

心バl
灰色

,_紐の臼色粒＋ウ量含む 良

“讃7 $ C24•D益|S°K̂ .. 企0Q 18 •下 颯恵諺•坪II 11.7 ... •-• ll.5 匡配ナデ 応転デ 匡撃へ'り
K0  虹 ，，I・・ぶ中下量の1119・98色，，•少量•5-.... a ,..幽 ロ畠

“臆• 9 025 
solIi•上屠包含

知給・彗台 ¢a9) 15 匡ケ匂•渡ばデの・枕が算ヽ 畔.,.デ
SYS/1 心/I

・ヤ拿七 灰 色 灰色
1-2-t(下の{I,鼻e粒 子少量含む 良透｀｀ ｀ジ遭しい

“図• •四 sooo 追塁・賓 l2.1 L9 ナデ•9クキ ナデ•I"?"・ケズ9 |2心ぷ一？^i2 にI●面い／鵞3櫓や

叶チlヂI心璽～ャ→わーー叫心トト1、•・冬の濃砂砂下量蒜柑光，，の会色中壽・●雲い拉曇色e母干含羹忙中・＂,晨＋量.石.・含知費・石む石寅•・石碩・寅•・ 只外置が付着

67閾l 9 A 下層臼含層 ” 土稔・甕 17● 3」 葦糠0・ナデ・
ナデ・'”り

7年 ／` l.S面 ／4 a 外鷹スス付着
ハケ にぶい檀色 にし9檀色

67園9 '.,. 下層a含眉 餐生土髯・鷺 16.0 h.9) ... ナデ・ハケ ナデ・ヽ,~) |’・YR5土~/•^  函-·一•^  良

釘閾9 ..,. 1"“贔籾・L2含.[烏・"' 賽土醤•鸞 199 38 ミ95ガ)•キ円・賽貴W皿畢女饒 ミガキ・ナデ |I`．IIVR5こビ 11 I“1.・l'R~̂ UI Iチ~ャ2ー・ト乾・・度倍の奪中量色会校.(-.•員石 ·石寅• 良 帖土鱗擾合瓢9ウ鯛甍

67閾• 9 B 下層臼含層 囀土毒・鸞 ナデ・^ ケ ナデ•ケズリ ハケ |7幽釘.四....3 3“上 I • I ～．．趾分•，，中蒜量色会ぶt•,,,.Jl石•石・チャー ":' 外 付 疇

91図s 9 C25 下層8含層 賽生土綸・高年 171 IB ハケ ＾ケ
5W• 
檀色

2. S幅I•
檀色

卜1一多畑量含のむ釦色泣子・晨石•石夷•テャ 軟

911119 '11>1 下層包含層 檸紅 鯰・高午 125 1.5匹 ナデ・l3” ナデ 1函．． a十奮／6ヽ・ I'.'-'R-“・ • "□哀s·のa•黒e +•砂掌少量 良 れ 13)

’ 
91閾？ 9 口25 竃構国直K+ 賽生土塁・鯰台 295 15 賣ガ畑令檸膚nn・ミ むdキ にl四ぷいJ・•綱や にIOぷYI函い嘗ヽ 樗ク テI·ャ専ー宵ト•の砂蒼宍色中哀量'F・・・艮母石蘊•石量寅含9·9 良

67園• 9 Bお 下層〇含層 伍士塁•謬 匹 1.2 費鼻<) ミガキ 函にぶI清•や I1口函直ロ7た鼻ヽ |”'皿血—·ト・叩酌丹吐中量•含9•9憂9石•石貧・ 良

99図9 9 020 竃蜻•上 檜生士鴇・鍵 把デ..貼付のらナ ケズ）
75四 9
檀

1'VR3/l 
黒掲色

年量含以む和の長石•石賽..,.←ト・砂岱中 良

67閲lO 9 Cお 下鸞層捻包＊朧含層・"’ 資 給・鉢 3).7 u 
怜禰士状...項ば・ナデ． 

ザ ・ハ ヶのちケズ l匹I• l●如Iヽ 1-3ー和廣磁色怜子・員石•石寅・ そ＾ 外讀鳥賓あり
リ にぶい貪檀色 にぷい賞檀色 テャート・震母中量含む 鬱

67図u ..匹 下眉匂含眉 ”土稔•鉢 10.2 ss 9.l , .• e• ザ ナデ ナデ 1 函纏• 1四▲口＾ 6 lト→•砂·丹碩•鮎も“`位＋冬F“・晨石’’・芍•が一 良

67閾[2 9 D23 下疇包含疇 舛生土塁・夏郭 5.2 92• ミ，，キ ケズリ
脇デ・円鯰[9ヴ文

にl如ぶいパ賞螢色
19WI3 
に い賞鷹色

1 -'2一の員石•石芙·チ←ト・砂弁中
・含む

良外置夕付看
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鱒図書号 区 グリッド 竃綱•層位 匹・彗形 悶 皐犠（一） ：？ '芥皐/12 躙•菖文・編翼l 色●
馳土 隻戌 ●考

n縁藁裏郎 外暉 内瓢 霞罠 "II 外量l

●?Ill19 5 B•C>l 遭構置・ヒ 紐彗・＂台 6.6 l2 .• ミガキ ミガキ ナデ ?9こ.Sぶ函い橙•色 'に-"ぶ函い檀4色 ｝1~中2量・含のむ壽紐子・量石•石・チャー 良

67縞19 5 C2• 上層匂含層 ●形土虹 巴〇m雫'“りらすテ・ ナ，， にlOVR'1ぶい/3菖樗~. 9に0YR'IぶしヽI霊3槽屯 テI·ャ·荏ー履ト：の•砂焉弁·厚冬量eに.. 会.,9.9.石・心夷・ 良

●7掲1● 5 E29 頃包含眉 ．烈土鯛品 底付のらナデ ナデ |2 .. 函とI• 蠍'・""'窯樗'色' 
I三．^心．nゥ”‘石•石芙・チャート・砂お多 a 

67鑓17 5 C24 下層包含眉 ●彩土鯛品 ナデ ナデ
9.5YR?fヽ

I1こOぷWるい賞橙色 I・以下の白・示・鼻色粒干少・含む 良1：：ぷい橙色

67賣18 9 C2ヽ 層上包a含含層ii•下 ・形土舅l品 ナデ ナデ 9に．函ぶい檀／•色 燦I—・忍中下量含，，白む・；；色拉干・チャ-••砂 良

釘潤19 S D 頃包含層 ・形土鯛晶 ハケ•ナデ ナデ 圧 IOに¥'R'1ぷい/3欝帽色 I1こOYR7ぷい/贄3帽色 ＝1-良，，賓下のヽチリ長ャ石ー·•9石1只冥会・テ9ャーい中重・1 良

67蜀90 5 0"--' 上包含眉 亀患土鼻！品 ナデ ナデ 心 にIOYR7ぶい/3賞帽色 !OにYR1ぷい/贄3檜屯 I-下，，白・ii'・鼻色位干中・含U 良

．？潤2l
5 "" 下層包含層 ．殻 土鯛品 竃誡 ナデ 吐 1に0¥'R'Iぶい̂贄橙色 IOに'ill7ぷい/3賃檜色 I・g下，，a．荼・鼻色鯰干中・含む 良

97関29 s ca 下・包含眉 ・ 土鯛品 心 ヶズ9・ナデ 吐 に'"""ヽ/3貫橙色 !OにYR7い/貫3橙色 i—以下の白•高・鳳色泣千多量含む 良

●7閾 9 5 “̂ 下編a含亀 ●懲土鯛品 ハケ .,.デ 吐 ＂に＂ぷむいパ貫帽や 9に0Wぷ行い1貧9樗仁 2中・量J会 R 

97閃2、' 5 BU 下眉包含・ 竃亮土鯛品 ハケ ナデ・19頑且遺 正賓 ＂に＂ぶ打い／霞9檀や ,に_函ぶい檜／9 色 ，，中チI,l一_叫紅量ャ忍ー含下下下9•むmのの韓•砂白黒井色凸·•葦韓多粒量"＋鼻含帽•色・•9長知9拉知石子·•石碩・3·虹•・震母

a 

67..29 s = 下眉包含層 ・形土鯛晶 ハケ ナデ ナデ 1に5ぶYRい7檀19色 ”に"ふ打い／賞3檀 良

69悶埠 5 ' "  下層8含眉 ・形土鯛品 ハケ ナデ ナデ 7に．紐ぷい7/鰭ヽや 1に.Sぷ『l!7い疇/9や， 良

にIIMl7ぶい/3貫橙色
10YR7/3 

l~2_,,示・鳳色餃r••景石•石·
●7閾 7 5 四 下・紐 層 ●彩土鼠星， ナデ ナデ ナデ にしヽ賣檀色

チャート多量 s-食裏のチャート1点含 n 
む

疇 28 5 2̂5 下層〇含層 鍼恵醤・杯董 1 9.. 
`̀  

11 即9切転りデ・却転へ 回転ナデのち.,.デ 7灰.Wl白色/1 7灰.M白色/1 1-以下の白・暴e拉干中量含む 良

..Ill匹 9 D9̀ 下眉口含層 蟻恵lllIF● l93 ↓1 L9 .,9切,..,.りのデち・.,.年デ＾ 圃転ナデ |9n.’S'î UI 1C.9̂W.̂ II L—を度の白 •鼻色較干少量含む 良

畷 30 S C28 •上層m包今含一眉•下 須岳・年董 19.9 3A I.0 1年9切ザりのち・.,.呻デヘ 回転ナデ |2・.亀SY口 Sa/9 1重.m口,匹./I 1-？一大の白・賽色籟子少 量含む 良

邸謁3l 5 D2ヽ 下層臼含層 鎖恵揖・坪董 13.1 9. 9 .. 屁99切ケ転メりナのリデち・回回転転＾^＇・ 固転ナデのらナデ 芯 ”Y“' i -2—紐の白・鳳色粒匹む 良
灰色

認闊39 9 D蕊 上層包含層 mlll・年量 199 ↓I LO 
囮9転ナ•回デ転・駈へ憲9込ケ

園転ナデ 芯
Muo 1量~含2ーむ竪度，，舅e,..予・晨石•石 良

，，） 灰色

門閉99 5 ●9』 下層〇含層 心器・杯H 11.7 &• ... 戸..”7•印 馴転デ 底ヘラ切”‘ I:;rĉ 叩 I:;c●a /9 l~2・の白・鼻色位ヤ少量含む 旦 貴‘` り讐痕あり

..閃M
A•B25• 

5 099 下眉包含眉 績恵髯-t,;tt ,... ... 4.l 1J LO凶転ナデ 匹白 デ 不明 |Nロ1：/0e幽 函““I iー餐度の白•暴色輪干中量含む 只 虞膏i燻警檎あり

総i1139 5 - 頃 a含眉 須恵器・坪H 12.S 11.9 10 20 9.5肛寧ナデ ..転ナ・デ 益"'転へ99切ケズのリち N灰7/0白色 灰ゞ7/白0色 i~3ー畏度の白・鼻色粒―ド中量含む 良

誌 閲 5 A•B25 下層も含眉 藻恵・叩I 12.0 a1 13 !2.0 ↓9.,転ナデ 正デ 釦 _転＾,ケズ 霜 霜 1量~含9ーむ毬度の黒色·9・員石•石貰中 良

..閾9? 9 D2● 下層紐眉 犠恵塁・,.., lヽ£l 99 即転ナデ 囮転ナデ 日 全窃窃ち |Nm7/0 9.̂  xCa』l瓢O 1~2ー良度の自•黒色芦砂量含〇 a 

緯閲埠 5 D2倉・25 -這~a今含編眉・下 攘恵11・鴫 (<6) 1匹0練サ“デ・沈練・ 回転ナデ I~ロ砂A5 Nロu4o 1-以下の白・鼻色輪干・多量含む 良

認筐lお 5 D24•25 層上層包包含層含II・下 須恵岳•11 (9.9) ，` 
19 ヅ叫ケ艇Xナデ・釦転＾即転ナデ 釦転ヘラ”’’ーデ NS/啄色

?.SYS/1 
灰色 ｀下の白・黒紐ザ量含ひ 良

.. 関40 5 D25 直臼含層 鎮恵畏・高年 趾糠白かデ沈・^鼻ケね• 固転ナデ 7択,SY116色 /l 1SỲII 葎細な白色較干少量含む 良
灰色

総I[ 5 C2ヽ ヒ0含層 ... 11・”霞 120 a • 回転デ 回転ナデ |9で’叩’‘.̂I I 1沢C7ヽ9•鼻1 い1~中2量·会0)9畢•色”,(,•景石•石・チャー 良

邸場692 5 D郊 下層匂含層 績息諺’'罵 1凶・転位ザヤ・心鼻・即転ナデ 匹C』凶 I I'r叩cゴ̂1 I一 下の白・鼻e,.サ量含む 良透汎

臆讚●9 5 D況 竃檎園膚上 着患塁•靡'" (19.3 ．．， 叫餓訳的文‘デ・ttll・ 即転ナデ 2灰.5&色’9 灰沢6色/1 l•以下の白紐ザ量む 良叩土

認閾ヽ 4 5 C25 上層包含層 土範彗・輪 10.. ．ヽo 3.o ユ9 5←0 筐寧ナデ 皿転ナ・デ 回転泉白り・ナデ |2ロ函ら・／9 2C.9LY“ II 1量一•以l<Zl'下Aの下aの•砂畢北e位識量会" I";瓢' 

総図99 5 D95 直〇含層 土鰤岳・11 11' 5.0 40 9』 &I 即転ナデ ーナデ 畔糸切り |1、ぷ-匹』̂• I30 m匹• l~2ー虹碍・鼻色粒砂量含む 9：：＇ 
邸燐M6 5 C25 上層匂含層 士範馨•Ii 13.2 ,., t.O 6ヽ "・・ 匹転オラ‘ 即転ナデ 回転泉切り I’＂ぷり•囚^2 ”̀ "・・ 這•-／̂  3 

編lー以下，，白・而・鼻色泣干少量，震紺
良

直 17 S B29 捻水讀 士鍼心翰 1 9.. ..2 19 2』 !<O 回転ナデ 即白デ 厄摩埠切 'に"""ぶい/3賃燈色 IにOYRい71贄3橙色 チ1~ャ9ー疇ト和｛青ぽの少起量含輪む子・曼石•石英・ で＇
総図99 5 - ．頃 a含層 士捻•1!i 13.̀ こ9 18 9』 l~O 肛デ 即転ナデ 肛亭糸切り ぼ口 IO傘Y合匹£—―9ム 沙I～五量心含／9＂白・.....色ね 干・ナ←

I":  .. 

誌閾.. 5 099 北・璽と捻今水一膚・上 士•■ 11.、 47 17 U ,.,旺亭ナデ 回転•デ 圧泉切り I~ 蘊•..  鬱▲
l遍6會涵皿a4 I~2ー白度の高・鳳色瓜干少量含U ：』

統阿＂ 9 D'‘ ・ヒ・包含● 土Ill醤•翼 11 4 il 16 12.0 92.o 匹十デ 回白・デ 回転贔切り・ナデ 2襖.S貫色I9 2襖.s贄ヽ言色13 1量~,_，，心の鼻e,.干••曼石•石 ： 
緯鯰51 9 B24 北層董包檎含'*●Ill•上 士鍼ill・・ IU 三9 l.a a7 “ 凶転デ 副転ナデ 匹糸切り 2集．函賞色／9 2峡．函賃色／9 1量~含9ーむ良度の鼻色表千•長石•石貧少 負

邸組52 9 B29 怜水虜 士鶴醤・・ Ill ,.. “&  ISO 駈転プチ 匹ナデ ． |9—．的0ヽ3 2̀9“Ya/̂ 3 I量—•税5一賓＊のの承砂•.. " ... '点較含干t••9是石•石頁つ
Iゞ ‘

醐謁93 9 B24 下層名含眉 士鯰・甕 1●』l 99 ナデ ナデ•ハケ |2ロ．命•” ／̂9 
lかnn/3 l~2ー径度の示・鳥色はT•最石•石 ： にふ;9ヽ

誌鉛54 9 B2 下層a含層 土彗・甕 勾A lJ) 即転オラ’ 皿転ナデ 7に.Sぷ直い檀Iヽ色 'に・'涵い檀／4色 葎算な白・荼・鼻色鯰干・婁母多量含む 良

総閃55 9 D25 下眉包含眉 士甑彗・尋蓋 32B 93 鰐貼付・込稟叶 Ill転ナデ・ハケ

塁にぷい●樗ト

9に0"ぶい賞慢色 チl~ャ9ー・ト次・て雲項最札多紐量含子む・良石•石・ r 
邸 お 5 B2 檎水糟 土塁・豊 ,., l2.0 ●誡 ナデ ●醸 IO“ ーヽ如ー3・ 苓1~・3テーャ径ー度砂の而量•黒ゎ紐·',•員石•石 ゞ
総況91 5 E2< 捨 ” 土鯰・杷下 9記ヽ干ケ鮎付・ナデ・ ヶズ） l1こowぷnいn賞帽色

1．-tt・ 下の灰白•灰•示色位午少量含
良

総墨69 5 E•D2l ・構暉霞上 虹鯰・量 Ì9) 凶貼転什ナデデ・つ2み 文固転白ナて具デ痕・綱心μ 湛れ灰色
1.SYS/1 

I-下，，白・鼻色較で懺量含む 良
灰色

...,70 5 四•26 下疇a含II 損患磐・坪A 131 `5 3.6 ．ヽi 41 11U転ナデ 回転ナデ 庇へ9切り |2n却ea2 2ヽ 、e・パ 罹l~小量,, 不a

認蜀71 6 B•C..ペ•:'!9 遭囀濤蠣上 須恵彗・汗B IU ,_, 9.5 l.6 ，．匹転.,.デ 1111転ゥ・デ 高台貼付・..デ I::?ロ'/0°“' '7双白/0色 五d1下，，白・鼻色較子中量含む 良

疇？9 '^25 下層包含層 鎖恵迄•Ii 9.I 56四転ナデ lllJ田デのらザ 固に贔切り 1面『』函 I 1『.n』幅 19 I-下，，a,鼻e拉砂量含む 良外Ill曇•

邸 79 S C蹄 直臼含層 簾恵岳•9i .., 12•. 庇奪ヨうデ 皿転•デ 佃付に..,.糸デ切り・高台貼 N灰7/0白色 N灰1白19色 I~3ー歴賓の白・鳳色泣干、ウ量含む 旦

誌図14 5.公 下・a含層 須恵謬・賽 311, '-' 肛転ナデ 即紀ナデ |2・.5'(―U‘’’ 9 90・一四鼻9 葦心禰―IA’一会の,,g...e干中量•7. R 遍元やや甘い

68閃99 5 02 T層包含・ 灰瓢冑稔・騎 153 

゜
凶転iデ・灰輸 凶白デ・灰釉 I;m．訳o1a／1 ,ロ.Mea/1 1ー以下の鳳色”干少量含む 良

邸讀？9 5 A-E5 北蟹拇水醜 灰綸冑塁・騎 lヽ3 a 趾転デ・灰藉l llll転デ・灰軸 2灰.Wl白色/l 2灰SY7白色/I I—以下の自・鼻色鯰干少量含む 良

..11177 9 C25 上凰包含層 灰"'塁'｀ 15., ?.9 U L .. l20 記デ・戻 皿転•デ•灰紬 ヘナ9デ切り・高台貼付・ にIcmい/3賞慢色 2浅5賃Y『色/3 じ→五•虹の白・鳳色餃千少量含U 良 見込•高台●綸

..図19 5 C25 上 8含鼈 灰籟冑lll,Iii l4.0 9 1 ~·,... 19.0 匹.,.デ•灰軸 即にナデ•灰軸 1へ＊9』齊•じm、 ち97・ 1函『配り^J^I 5にY1^I^l 1~ぽ2ーわ授賓の鼻e,.干•長石•石芙少
a 見•高台露紬

邸潤79 5 B“ 下●a含屠l 灰輪賓彗・掬 7 .• 10.5 趾転ザ・灰軸 匠亭ナデ•灰軸 趾け転•釦糸に切r9デ•高白貼 |9r．町e・7鼻11 2ロ.SYle上/1 1-tt下の白・暴色仕干少量含む 旦 兒 込 ● 綸

99.,m 5 D2ヽ 拾水惰 灰軸冑醤・綺

" 
99 .• .....,.デ 凶軸転ナラ9..,.デ・灰 郎付転・凶糸転切ワデ・裏台鮎 5灰W白I色I 灰"7白/l色 1-以下の白•鼻色位ザ量含む 良見込・外圏●姶

認謁8l 9 B24 下層包含亀 灰＂囀彗・・ 128 7.0 ~, ~· 27 饂転ナデ・灰輪 回転ナデ・灰軸 幽付に・ナ糸デ切り・寓台貼 2灰．訳白7色/1 灰2.M白色/1 l~3·以下の白•黒色位砂量含む 良 見込・裏台姶

邸 如 5 D29 ー工a量....,. a 、.• .. 灰軸冑岳・鳳 ,., ao蛇転ザ・灰軸 匠事サーデ・灰軸 劇"転..,.贔デ切り・..,.m|m•~^ l 幻で^I^  l 1-以下の白・鼻e拉砂 曇含む 良 嘉 台 ● 紬

邸露印 9 Ca 直臼含層 -1111'1・鳳 6.0 t.O lie寧サデ・灰輪 副転ナデ |2n．町9•7ÎI 高白貼付..,転ナデ I!C印̂ .̂JI l-tl下の白・鼻色飩干少量含む 良 内Iii•寓台●給

総閲84 5 Dl5 ua含眉 灰触冑塁・量 趾転カデ・灰綸 回にデ・灰軸 2灰.'M白色/1 蠍饒な白・暴色馳午少量含む 良

9函 95 5 C2̀ 上包含眉 縁冑稔・＂ I‘‘ 09 凶転ザ ・ 四 凶にナデ・峰 I'.:,n~ ヽ I‘m“ヽa° 微繍な白・鼻色位玲む a 19織郷鴨花状

99如 5 Bお 上＋Iii螂包含Iii・賓 白議・尋 (11s> 1 .• 
ロクロナデ・ケズ

Clクロナデ 微 な 曇 色．怜・子少量含む R 

＂ 6珊 91 5 C2ヽ 揖＊讀 白鵬・緬 19」 2J) ロケロナデ ロクロ→デ |7『'取’̂7̂/1 i吹.M白色/1 露な亀色粒＋少量含む 良 二 次 蒙 集

99細 9 D94 上 土眉も含眉・糞 白編・躙 159 ロクロナデ ロクロ・片デ 1灰．函白色l 9灰.s白、3色/1 葎纏な鼻色イヽ織量含む 良

●●如 5 C2ヽ 直臼含層 白識•頓 3̀ <J..7 ロクCl.,.デ Clクロナデ・輸員 n19出し高台 戴・な黒色籠十少量含む 良寓台内●綸

99閃90 5.,. 上層a含層 白磁・嗣 9.7 2.9 ClクClナデ・ケズ

'' 
口クロ.,•デ 州り出し罵台 7ロ.9eヽ"i/直1 葎な暴色位子少量含む 良高台露給

...., 5.,. 下層8含II 白織・責 &• 5.7 ロクロナデ・ケズ
り

ロク.,.,.デ 剛り出し富台 ?rm.s菖Yヽ8·鼻/•l 蘊繍な鳳色較子繊量含む 良 量付•高台内霞給

99獨99 5 D'‘ 頃 0含層 白醸•蒻 7.7 39 ロクロナデ CJクCJ.,.デ 婁剛り出し富台・エ具 l—以下の白・暴色仕干少量含む 只 富 台 ● 綸
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第4幸木崎遺跡の調査

褥閃書号 区 グリッド 遭轡層位 印•醤彰 悶 息犠（o）巴
,r皐Il2 匹•lU:·綸鼻i 色• 馳士 隻成 ●含

n縁 翼 裏 霞 外閲 内渾 欧鴨 ＂置 外躙

“l閾., 9 029 上層包含Ill 臼編．．鳳 19 ↓5 コクロナデ ロクロづーデ ロ如・rデ 灰7年白色／1 灰1.SVl白色/1 微纏',II色 ・ト含U・墾繊 良外Ill●融

"図｀
..お 下層包・含眉 白鵬・翫l

ロクロナテ・ケズ
口クロナト•印 •"な暴e粒干少量含む 良') 

＂図蛤 9 B26 頃包含眉 鯨饒•鼠干 (11.7) a? 0り・ク枕ロ織ナ・デ灰・輪ケズ ロクロづ・デ・釈籍l に10¥ぷ叩い／羹2樗や ．鑓な白・1!1色ね子蘊量含む 良 霰 郎 ● 融

11図l 6 - 双鉛t・血 ＂土稔・ 覺 (19.0) l.5 •裏コ•ナハデケ•Iii繭 ハデケ・・つナテ・ナ
灰l""'6/2貴褐色 ? に3匈い檀ヽ 色

父u 下，，矛•白色怜子・石洟少量含
良

71閾2 • 一 SK鉛1・血 賽生士塁・費 (ll.O) 20 .コ.,.デ・^ケ ●コナデ・ケズリ 5蒼YR島U色• 灰IOVI賃お暴／色2 量`叫含必む下の灰白・灰・蚤色怜＋•石寅少 良外鷹が付着

71閾3 6 - SP610 灰9、Ill捻 壼ヽ 匠・灰軸 匡ナデ・灰綸l |『I=OVR7̂̂JI 灰町オ,12 I“必下の白色蝕＋樺量含む 良内Iii噸鄭以下●給

71閲4 9 - SP618 須•年董 (13.4) l.S 臼如濤げりデ・即転
筐寧オデ |Wロ'‘O 文で 1四以下の白紐 干繊量含t 良

71閾5 '-SPC賢i ・形 土鯛晶 ザ・ハケ ナデ 圧叢 四檀• 糟3で“ 五叫ス下の奢色軸•F•石貧少量含U 良

11閾1 • —· “喝38 肴岳土 蒻・甍 釦 ．o " 聾圧痕練・ナ6デ)・指嘱 ミガキ・ケズリ 7＇：.5ぷ"お憧Ai色 1檀.5色 I • 五む叫下の白・家色柁,..石菟織量含
只外直が付着

711118 9 - SP649 土鼠i彗・・ (15.0) {9•,) 15 95 10 凶転Jア にナデ 『＂宇.."'...ロm 1にぷぷ“ 2鳳.5鴫3色19 •I·•• 下の灰白·示色瓜干••O只ツ重
良

n図9 6 - SP  祷士彗・高坪 ミガキ ザ・,~ |5帽滋鼻パ 函＂午 • 
と．叫千下の灰白・蒼褐色較千•石冥少

良

11図IO 9 —· ヌ屯ui 五土穏・賓 ~3.0) 3.o 賣ヶ趾l檸r庫由・’‘ ヶ^ヶ・ケズリのち^ 7に5ぶWい函檀`色 7に.5'和い檀4色 五下の灰白•寄色粒干少量含む 良外鴨ス付着

71閾II 9 - “`心 停紅総・賽 (9i8) 2.0 量ヶ即"',.,,.,ヽ IIコナデ・ケズ 7に5ぶ"い賞4帽や Wにぷ函’̀4',.. 石`叫又1下只会の蒼’’色葬←（·ベ•O只9事'""" 良

＂図t2. -匹 I 土•賽 (16.9) 9.o 
ナ・惰鴫圧農・

ハケ・→トデ 1函“• 函にぷい9吝島色
五... 叫*公‘下トの，j_.,.灰白,点•寄含9色9飲や石寅少量・ 良9タキ

" ~[3 9 —• ゞ寧 士鑢曇塁台 910.9) 1.5 費凹 岬 ・ケズリ しばり•攣誡 |5·匹コ~•^  5¥'RS/鰻エー6・
五今叫＊・及下の志e粒 r9•長石•石紗•

良

＂閲 u 9 - SD601 賣生士彗・甕 (IS.() 95 ... ザ ・I)'"ズリ 7に5ぶYいぽd褐̀色 函にぶUい9寄尾包 五叫汰下の白・斎色仕子・石寅少量含む 良 外暉スス付着

＂図 l5 '-SOOOI 士閾牲•甍 ~1.0) IO •コナデ 事コナ：た9ヽケ 1に.5YJぶ迅清ハ色 1に．呻ぶい墨n色 1皿以下の灰・荼色怜 9・少曇含む 良

＂閃 [6 '- ＂函 慟•賽 (17.2' l.5 量デ凹・ハ鼻ケ(9)・・コ寸 ケズ（●麟 |m̀‘u“ l 9“s＝w皐おん• 五叫又下の灰白・姿紐・E少量含む R 

＂図 17 9 - SE9 餐生士塁・琴七 19D 29 卿惰窪釦l棒婁く摩・鍼ミガ）令・ ミ，，キ

翠『=:̂
1に0面い／賞3檀色 2含一U以下の安色拉f•長石・石寅少量

良

71閾ぽ '-s函 士鱒槃・賓 113.0 15 日コナデ・クタキ 0コナデ・ナデ にI•ぷWい貪3檀色
,含_む以下，，灰出・斎色粒f•石頁4量

良

11閾l9. -S0002 匹1t1・坪董 (13.9) lふ 回転ナデ 庇ナデ n”叩'企‘’ 1-i.i.下の白紐干蘊量含む 良

71困五9 9 - 」̀血3 紅 土彗・覺 に2.0) I~ 懺＂凹噸庄織賓n・ナデ・ナズデリ・i員噸比婁・ケ | 5幽四コ重•＆ I~ “ゴーム
贋`＇叫のス,,下,石，，1灰点白会・蒼9色舶千少量•5-種 良

711119l 6 - <n  資生土 鯰・覺 凶 ．8) L5 日コナデ・ノヽ ケ ●コナデ・ケズリ 灰IO¥'R賞褐¢色 mにい4吝褐色
3一大の1'位，，灰lゑ・壽含＇色む民＋•石賽少量→● 2 

71図22 • 一 q 如 土鰤謬・高坪 (JJ.O〉 ＆〇 ナデ Ut.り・ナデ・＾ヶ 5Yl這／磁e、
四雙• 

五叫社下，，臼•寄色籍干少量含む 良 ，1寸 0J

11図コ 6 - S061Xl ±餘醤・醤台 (I 1.0} i0 ナデ ナデ・しぼ9 7に5ぷW這濤ハ色 7、こ.SY閑い槽Iヽ色 泣下の灰白・灰・鳶色牧干少量含む 良

＂図 24 9 - q1如 囀生土器・岳台 (I＆筍 9.0 ミガキ 窃キ・ケズ1 |立：；
『1エ9"な／9 3m以下の灰•壽＇色籟子•石少量含む a 

71図お '- so引n ＊令•塁台 (19.8) 15.0 99.. 55 19 ミガキ ミのカらキナ・ケデズJ・ハケ 5にWぶい・壽墨色
2晴."'5/2色 五含叫む及下の灰白・壽色雇·T••石寅少量

良 m ぁ

?1閏左 • —• ”冷ヤ9 賽土塁・鍵 にいO) I O 撮凹織¢.,.デ ミカキ |ロl四••-1“2 に10面い／會3嶋や上1皿以下の灰・索色控子少量含む 良

71図” . -,nm ”士鯰・董 ;:: ザ 9ヽケ ?に5ぷ四い亀9色 0ra5V̂●̂ /2 臼叫又下の灰白・灰・賽色籟ヤ•少量含む 良

7111128 '-so如 土麟心•覺 (95.o 2 0 ロコナデ・＾ケ
菖コナデ・ハケウ~

？に年ぶし惰／4色 1に.SYR’l̀/'<色 五下の白・ま色怜1••石織量含む 良外暉が付着
,C,J 

19111,. 6 —· ＇」函 土匹・賓奮 (126) 1 9 ナデ•,,~ .,.デ n明荼,.色 函に“い̀寄患色
｀含む下の灰白・赤色舷や石寅少量 良 外属スス付着

791111., 9 - cn  土J11111・費， (1&2) l.5 ナデ•9クキ ナデ・ヶ・ズリ 函にぶ“ヽ'荼撼ク 函にぶし9＇ヽ4苓島色 2一の lヽ下15の1灰朽4臼"... .. 累【っ··•~• 良

711113( 6 - ぐn血 士匹・皐郎 2• 12.0 
ク'" ナデ ナデ |5纏函一6 1:濾.5YRa い 35軍.,,,..下，，石鍾灰白曇・会蒼,,色粒，，，•石貧少量・ 良

79111ロ . - 」`血J 土鰤鯰•量 1.9 9.2 12.0 19.0 薗ゴデ・ナデ
”ナデ・ナデ・ケ

ナデ 7.SYJ渇ん檀色 7.Mt¥/道色
Iu一.下.の高色裏汗•石・テャ-1-少 良 外．属か・内聞コゲけ

ズJ

た囮（ '- 〇含疇 脅土醤・覺 (2Uり 2-0 ナハケデの・一らナデ·)• ナデ・,,ズ） 1に年ぷい檀Ì色 9に.5YROぶい鐙I4色 一ゎ以下，，晨石•石貧•9ャ→令曇含
良

72図2 6 - 匂含Ill 會浅士総・賽 e..I L5 ●コナデ・＾ケ ナデ・ケズリ |2'ぶ土芯•• 9̂ 2心.5土匹奮I^6 ｀｀久下の灰白・蒼色ぶ【f，少量含U a 

m閾3 . -包含疇 ”土塁・豊 (10.5) 29 9ヽケ ナデ・ハケ 5にVlぶ紺9̀9” にJ-OYR7い/3●樗やしI量碍這の畳石・石貧少量含U R 

72閾4 6 - 0含層 伍七暴・量 (11.6) L5 ，，ヽヶのもガキ ，，，キ・ケズリ に了函ぷい檀Iヽ色 四にい4檀e ｀下の釈白・灰・鳶色牧干少量含む 良

m111is 9 - a含亀 虹土稔・甕 (laa) L9 ナデ ザ 2灰"'7●色/2 灰23賃9色た 量軍鴻紐，，99鯰 U 良外置が付着

m図9 • 一 匂含● 賽生士稔・慮鳥 9 9 i0 9ヽケ ケメV ＾ケ 四・“ツ1 ?ー5ヽYRヽ•n 3‘·~•以▲下の反白・灰：em:,-.~,..,..
良外属 が 付 着

,.,図9. -包含層 脅生士彗・霰綿 ．ヽ6 L~O ハケ・摺頓圧賓 ＾ケ・1い剛這 ナデ 2黒．四嶋色I "志'R褐4色/6 五叫1下の灰•荼’e.. ',•石夷少~量含む 只

m図• • 一 包含• 髯生土彗・育孔紳 9.4 l~O ナ ...デ・19讃圧痕 ナデ Sに四ぶい9寮掲色 3にでぷ”ヽ荼島色
‘，， ’”リ［石•石・テャード中量 良

72図• '- 包含層 脅土暴・董 9.2 3.Z LO ナデ ナデ 5に四ぶ9濤9褐色 3 にぶ9濤 亀色
I•一千の員石•石頁•＋ャ・砂．-,

良

12図IO • ー· 包含層 士鰤塁•費 (11.I) 3.0 ナデ ナデ・ゥ・ズ］） にIOYぷmい1羹9槽や ?に.3叩い帽4f 五叫1下の尻・寮色粒千•石夷少量含む a 

”図II 9 - 〇含疇 土“ほ・賓 (IU) 1.9 ナデ・^ ケ・ナデ ナデ・ハケヴーデ 1に年ぶ／4 ?に.SYR8；；し囀/<色 ,・ _▲虹..，，員石・石菟・チャー9•砂紗
良

?2閲12. -a含層 士 鯰・高坪 (12•,) 2.9 ヽヽケ債撼 ミガキ 75Y田V̀ 2に.5YR5い寄/<島色
含I・む 下の灰白・祀紐・（・・石寅少量

良
にぶい褐 色

72図l3. -〇含層 績：I!!絡・坪董 (15.,) 0.9 回池9ケXり1の¥lアち・置に庫寧^込 曲転ナデ・ナデ
印/I 印 /I 一農農の員石・石賽•9ャート•砂計多

a 
灰e 灰色 量含む

た閲14 6 - 包含● 鶉恵誼ifll (la9 29 匡事サデ 記転ナデ 四，， へ9切”””・| トロ'6/9幽9 M°V“O ' 畢●な白•暴色飩干織量含む a 

?2図l5 9 - fl含Iii 須恵捻・lfA (ll.1) 信．2) 15 1.2 回転ナデ 皿転ナデ
配転へ9切”≫9
デ

|1『ェ却ヽヽII 灰1.SV'/白色/1 ,_以下の灰白色紋●少量含む 良

12図l●. -8含II 績恵鯰•裏坪 (11.0) 9.5 臼(2)葦ョ·デ•It隷 年ナチ 凶""''ケズ 灰N1/白9色 霜 1重心の臼・・色粒f＿少・鼻含む 良

?2閾t? 9 —• 包含層 鶉恵鯰’'謁 OU) .~ 四摩ナデ 凶鉦ナデ 国転ナデ |5＇ロPBー7mIÎ  513ーー5/^1 五叫出しり白干少量含t, 良透かし

72図lB • 一 a含層 須恵塁L... (21.0) 1.0 
鉦デ・9然

幽転ナラ I~ロ“△゚ ロゞ'"'凸 ▲ 1皿以下の灰白色較~←子少量含む 良,. 
”図[9 '- 包含層 績恵鯰・諷 12D 饂に）•カキデ•・沈糠 四転ナデ 回にナデ 5隋G緑</灰I色 四隋縁/I灰色 5餃~午14-tl中量含下のむ長石•石茨•繹．績な暴色 良

℃憫m 9 - 包含Ill 土範嚢・・ (≫.O) 1.0 筐白デ 即転ナデ l浅四貫橙I色ヽ 衰l.'IR8/貫檀色‘ 五含むの家紐イ••景石•石寅少量 Q 外躙スス付着
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第18表 土製品観察表

挿図番
区 グリッド 遺構・層位 種類

最大長 最大幅 孔径
重量(g) 調整 色調 胎土 焼成 偏考

号 (Clll) (cm) (cm) 

40図6 3 D14 SP95 土師質•土錘 4.7 2.2 0.7 17.1 手づくね
IOYR7/2 

微細な赤・黒色粒子微量に含む やや軟 端部欠摂
にぷい黄燈色

42図I 3 B14 SD09 土師質・土錘 2.1 1.8 0.5 3.9 手づくね
!OYR7/3 1皿以下の白・赤・黒色粒子微

やや軟 完形
にぶい黄燈色 量含む

42図9 3 CIS SD14 土師質・土錘 3.6 1.4 0.5 5.4 手づくね
IOYRS/2 

微細な白色粒子微量含む やべ軟 完形
灰黄褐色

42図31 3 D14 
SRO!棗端セク

土師質・土錘 4.4 1.1 0.7 11.3 手づくね にIOYぶRいS/黄3褐色 量1皿含以む下の白・赤・黒色粒子少 やや軟 完形シン

心図32 3 D14 SRO! 土師質・土錘 4.8 2.2 0,8 18 6 手づくね
7.5YR7/4 1皿以下の白・赤・黒色粒子少

やや軟 ほぽ完形
にぶい燈色 量含む

44図9 3 D15 東包含層 土師質•土錘 3.9 2.0 0.5 0.7 手づくね
IOYR7/3 l皿以下の白・黒色粒子微量含

やや軟 両端部欠損
にぶい黄燈色 む

44図10 3 B14 包含層 土師質•土鐙 5.1 2.5 0.7 27.3 手づくね
7.5YR6/4 1~2一以下の白・黒色粒子微

やや軟 ほぼ完形
にぶい燈色 量含む

46図4 4 D21 SP!21 土師質•土鍔 4.6 1.6 06 8.9 手づくね
IOYR6/2 

1鯉以下の白色粒子少量含む や軟 完形
灰黄褐色

46図5 4 021 SP121 土師質•土鰹 5.2 2.4 07 2 1. 4 手づくね
!OYR7/2 I”以下の白・赤・黒色粒子・

やや軟 疇
にぶい黄燈色 チャート少量含む

46図6 4 D21 SP121 須恵質•土鐙 4.7 1.8 07 ll8 手づくね
5Y7/I lu以下の白・黒色粒子少量含

やや軟 両端部欠損
灰白色 む

46図7 4 B21 SPl21・上層包 土師質・土錘 5.3 4.3 1.6 邸．6 手づくね 2.5Y7/2 量I口含む下の白色粒子・砂岩等少 やや軟 胴部欠損
含層 灰黄色

48図56 4 B20 上層包含層 土師質・土鐙 2.6 2.6 0.6 12.4 手づくね
IOYR5/3 lam以下の白・黒色位子少量含

やや軟 端部欠損
にぶい黄褐色 む

48図57 4 C21 上層包含層 土師質・土錘 23 0.6 0.3 0.8 手づくね
!OYR7/2 

微細な熙色粒子微量含む 良 完形
にぶい黄燈色

48図58 4 B20 這包含層 土師質・土錘 5.3 1.0 0.7 19 4 手づくね
!OYR7/3 1四以下の白・赤・黒色粒子少

やや軟 完形
にぶい黄燈色 量含む

48図59 4 B21 上層包含層 須思質•土錘 4.1 2.4 0.5 24.3 手づくね
5Y6/l 1 .. 以下の白・黒色粒子中量含

良 完形
灰色 む

48!1il60 4 B20 上層包含層 土師質•土鐙 4.2 2 I 0.6 14 5 手づくね
IOYR7/3 

微細な白・黒色粒子微量含む 良 完形
にぶい黄燈色

48図61 4 B21 上層包含層 土師質•土鐙 4.7 2.3 0.7 17 8 手づくね
IOYR7/2 1皿以下の白・赤・黒色粒子微

やや軟 ほぽ完形
にぶい黄燈色 量含む

48図62 4 B21 上層包含層 土師質•土錘 5.3 2.4 0.7 22.7 手づくね
7_5YR7/4 I皿 ャ下ーのト赤・砂色岩粒少子量・長含石む・石 やや軟 端部欠損
にぶい燈色 英・チ

481ll163 4 B21 這包含層 須恵質•土錘 5.6 2.5 0.8 35 0 手づくね
N6/0 

微細な白色粒子少量含む やや軟 完形
灰色

48図64 4 D20 這包含眉 土師質・土錘 4.9 2.4 08 24.1 手づくね
IOYR8/3 

微細な白・赤色粒子少量含む やや軟 端部欠摂
浅黄燈色

48図65 4 B21 
上層包含層・南

土師質•土鍔 5.0 2.1 0.8 18.l 手づくね
5YR6/6 微細な白・赤・黒色粒子少量含

やや軟 ほぽ完形
壁排水溝 燈 む

48図邸 4 B21 上雇包含層 土師質•土錘 5.4 2.3 0.7 24.9 手づくね
IOYR7/4 lu以下の白・黒色位子・畏石・

やや軟 ほぽ完形
にぶい黄燈色 石英•砂岩・チャート微量含む

48図67 4 C21 上層包含層 土師質・土錘 5.3 2.3 0.7 20.3 手づくね にIOYぶRい7/黄3燈色
t皿＆下の白・赤・黒色粒子少

良 完形
量含む

48図68 4 B21 這包含層 土師質•土錘 5.3 2.4 0.7 24.9 手づくね
7.5YR6/4 1皿叔下の長石・石英•砂岩微

やや軟 ほぽ完形
にぶい燈色 量含む

48図69 4 D20 這包含眉 土師質・土錘 5.9 4.2 1.9 79.8 手づくね
IOYR7/2 lu以下の白色粒子少量含む やや軟 胴部欠損
にぶい黄燈色

48図70 4 C21 這包含層 土師質・土錘 6.9 46 2.1 111.6 不明
2.SYS/1 lao似 下の赤色粒子・チャート・

やや軟 全体的に摩滅
灰白色 砂岩少量含む

48図71 4 D・E20 上層包含層 土師質•土鐙 7.7 5.4 2.1 197.5 
工具の押 2.5Y7/2 1~4皿心下の長石•石英·砂岩

やや軟 完形
さえあり 灰白色 少量含む

57図22 4 A20 下層包含層 土師質・土錘 5.1 2.6 0.8 23.4 手づくね
7.5YR7/4 l瓢 下の白・赤色粒子少量含

やや軟
端部欠損・胴部

にぶい燈色 む 剥離

67図14 5 Aお 上層包含層 土師質・土製品 4 5 2.8 03 6.1 手づくね
7.5YR7/4 2皿以下の赤色粒子・長石•石

やや軟 端部欠損
にぶい燈色 英・チャード少量含む

68図58 5 C26 下層包含層 土師質・土錘 30 3.2 0.7 24.9 手づくね
5YR6/4 l~5血lの赤色粒子•長石•石

やや軟 J11部欠損にぷい燈色 英・チャート多量含む

681il159 5 C25 上包含層 土師質・土錘 4.5 1.8 05 9.9 手づくね
7.SYR7/4 1~3皿似下の白・赤色粒子・砂

やや款 両燐部欠摂
にぶい燈色 岩中量含む

68図印 5 B24 下層包含層 土師質•土錘 5.3 2.1 0.9 16.7 手づくね
IOYR8/4 1皿以下の白・赤色粒子多量・

やや軟 端部欠損
浅黄燈色 雲母微量含む

68図6l 5 B25 下層包含層 土師質•土錘 4.5 2.0 0.6 12.7 手づくね
IOYR7/2 1~2皿以下の白色粒子少量含

やや軟 端部欠損
にぷい黄燈色 む

68図62 5 D24 下層包含層 土師質・土錘 5.0 2.5 0.8 22.7 手づくね
7.SYR6/4 微細な白・赤・黒色粒子少量含

やや軟 完形
にぶい燈色 む

68図63 5 025 上層包含層 土師質・土錘 4,9 25 0.7 26.2 手づくね
7.5YR7/3 1~2皿以下の赤・黒色粒子・長

やや軟 完形
にぶい燈色 石•石英中量含む

68図64 5 A25 上層包含層 土師質・土錘 5.3 2.5 06 24.6 手づくね
!OYR7/2 I口 下の白・黒色粒子中量含

やや軟 ほぽ完形
にぶい黄燈色 む

68図65 5 Cl4 下層包含層 土師質・士錘 5.4 28 0.6 30.2 手づくね 灰IOY白R色8/2 石1~英3.,.•砂以岩下中の量赤含色む粒子・長石・ やや軟 端部・胴部欠損

68図66 5 D24 上層包含層 土師質・土鐙 5.6 4.1 I 7 62.7 不明
2.5Y8Il 1 .. 以下の白・黒色粒子微量含

やや軟 端部・胴部欠損
灰白色 む

68図67 5 B24 下層包含層 土師質•土鐙 6.7 4.4 18 95.I 手づくね
IOYR8/2 1~2om以下の赤色粒子・長石・

やや軟 端部・胴部欠損
灰白色 石英多量含む

68図68 5 D26 上層包含層 須恵質・土錘 3.9 1.0 0.4 3.8 手づくね
N7/I 

微細な白色粒子少量含む 良 完形
灰白色

第19表 瓦観察表

：：：号 1 : I:~yド し：：層層位 1：1lW：杉I残存長(::I幅（：：I瞑み（c:［：［三口:]::]94/1

百□：んば悶雷Iクタラ成形

備考
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第4幸木崎遺跡の調査

第20表 石器・石製品観察表

挿図番号 区 グリッド 遺構等 器種 石材 長さ(cm) 幅(cm) 原さ(cm) 直さ(g) 備考

43図48 3 Cl9 SROI 敲き石 花尚閃緑岩 7.34 2.46 7.61 622.00 

43図49 3 Pl4 SROI 石錘 ホルンフェル：ス 2.20 5.17 1.30 53.47 

43図50 3 C14 SRO! 砥石 砂岩 7.10 5.93 2.65 162.00 砥ilii4 筋有り

44図30 3 D14 包含層 磨石 花尚閃緑岩 7.92 6.68 5.00 388.00 

46図14 4 C21 SD16 磨石 砂岩 11.84 4.57 4.07 お0.00

50図138 4 A・B22 上層包含層 磨石 花尚閃緑岩 7.04 6.17 5.96 360.00 

50図139 4 821 上層包含層 磨石 花岡閃緑岩 10.90 5.98 4.48 465.00 

50図140 4 D•E20 上層包含暦 磨製石斧 泥岩 14.80 3.03 1.30 97.36 

50図141 4 D・E20 上層包含層 磨製石斧 砂質ホルンフェルス 7.08 4.03 1.65 49.72 

50図142 4 B21 上層包含層 砥石 砂岩 15.55 8.80 9.10 137.00 砥而5

53図4 4 B20 SE03 磨製石斧 砂岩 11.20 6.80 4.40 594.00 

57図28 4 C20 下層包含層 石皿 花閾OO緑岩 17.40 11.80 6.90 218.00 

69図97 5 D25 下層包含暦 磨石 花尚閃緑岩 8.60 6.50 5.80 483.00 敲打痕有り

69図98 5 排土 砥石 珪質粘板岩 10.85 3.93 1.40 85.27 砥而6

69図99 5 A・B24 北壁排水溝 砥石 軽石 11.85 6.73 6.55 78.06 筋有り

71図6 6 SP36 磨製石斧 粘板岩 7.78 5.32 1.13 83.88 刃部再生

第21表木製品観察表

挿図番号 区 グリッド 遣構 種類
法嚢

樹種 備考
長さ(cm) 椙（cm) 厚さ(cm)

34國5 2 B20 SEOl井戸枠内 戟杓子 器高27.0 21.4 3.4 スギ科スギ属スギ

34固6 2 A8・A9 SEOl（東辺） 井戸枠（絞板） 55.0 35.0 2.6 
側
継板ぎ樹：ス皮ギ：科ヤスマギサ属スギ

ザクラ又はカバ
穿孔・焦がし痕

34園7 2 A8•A9 SEO!（南辺） 井戸枠（縦板） 60.2 29.2 2.4 
側板：スギ科スギ属スギ

穿孔あり
継ぎ樹皮：ヤマザクラ又はカバ

34函8 2 A8•A9 SEO!（西辺） 井戸枠（縦板） 62.6 35.4 2.6 側継板ぎ樹：ス皮ギ：科ヤスマギザ属クラス又ギはカバ 穿孔・焦がし痕

34國9 2 A8・A9 SEOI（北辺） 井戸枠（縦板） 53.2 33.8 3.0 
側板：スギ科スギ属スギ

穿孔・焦がし痕
継ぎ樹皮：ヤマザクラ又はカバ

34國10 2 A8・A9 SEO!（南東隅） 井戸部 (58.2) 4.2 2.6 スギ科スギ展スキ
34図II 2 A8・A9 SEO!（南西隅） 井戸部 (62.5) 6.2 2.6 スギ科スギ属スギ
34固12 2 A8•A9 SEO!（北西隅） 井戸部 (50.5) 8.0 1.8 スギ科スギ属スギ
34図13 2 A8•A9 SEO!：北西底・内偏l井戸部 (19.8 2.5 1.2 スギ科スギ属スギ
40図2 3 D15 SP63 木柱 (30.5) 14.2 14.2 上部欠揖
40國3 3 Cl5 SP76 木柱 (37.5) 20.5 (20.5) 上部欠捐
40図4 3 D14 SP86 加工木 (12.0) 0.7 0.7 上部欠捐
40國5 3 D14 S1'86 木筒 13.0 2.2 0.3 スギ科スギ屎スギ 困圭

40國10 3 D14 SPIOO 木柱 (16.5) (11.8) (8.5 欠捐（が消岳無いl
43図8 3 CI5 S013 加工木 83.7 2.4 2.2 
43図51 3 B14 SROl 横槌 (13.1) 2.6 ツバキ科ツバキ属
43即52 3 B14 SROl 木簡 12.7 2.1 0.8 スギ科スギ屈スギ 塁書
43國53 3 B14 SROl 木簡 (9.2) 2.7 0.7 スギ科スギ屈スギ 型菩
43図54 3 D14 SROI 曲物 器忘6.15底径(10.2) ヒノキ科アスナロ属 穿孔あり
43図55 3 D13・D14 SRO! 底板 11.5 11.5 1.0 割れあり・木釘痕3箇所
43図56 3 D14 SROI 底板 (33.2) (17.6) 1.4 半分欠損・木釘痕3笹所
43図57 3 D13・Dl4 SRO! 加工木 (25.4) 2.0 1.2 上部欠損
44図31 3 A14 西壁排水灌 '" Z‘  品 (18.9) (5.4) 5.3 スギ科スギ属スキ
44因32 3 Cl4 包含暦 笥 28.0 2.6 0.9 ヒノキ科アスナロ屈 1中中部1筒所百涌lヤ空z
44國33 3 B14 包含層 杓子状木製品 15.3 4.0 0.6 スギ科スギ属スギ

44図34 3 C14 包含層 曲物 器高3.5底径（13.8) ；ょ：スギ科スギ属スギ
：ヒノキ科アスナロ厖

1測穿孔図あ左り某・に保復麟元理前の実

44國35 3 814 包含層 加工木 28.6 1.7 1.7 
44図36 3 D14 包含暦 加l．木 (33.6) 2.2 7.1 先端欠損
44國37 3 814 包名庖 四石四 71.2 2.5 2.0 上部2箇所貫通した穿孔
53図5 4 B20 SE03井戸枠内 容器 jj'[径(15.4) 4.0 スギ科スギ厩スギ
53図6 4 B20 SE03井戸枠内 木銭i 縦11.4 横12.9 プナ科シイ属
54図7 4 820 SE03（東辺） 井戸 年（縦板） 78.6 34.0 3.0 スギ科スギ属スギ 穿孔あり
54図8 4 B20 SE03（南辺） 井戸 辛（縦板） 90.l 37.2 5.4 スギ科スギ属スギ 穿孔あり
54屈9 4 B20 SE03（西辺） 井戸 年（縦板） 77.0 35.2 4. 4 スギ科スギ属スギ 穿孔あり
54図10 4 820 SE03（北辺） 井戸 年（縦板） 82.0 37.4 2.4 スギ科スギ属スギ 穿孔あり
56國7 4 C21 SP244 木柱 (16.1) (22.0) (3.7 l'K花i'状施悪い）
56國9 4 C20 SP398 木柱 (41.2) (17.5) (17.5 I欠捐（状施悪い）
56國16 4 A•B20•21 SD22 加工木 (43.9) 2.2 2.3 一部な坦
59函22 5 B25•B26 SBOl SP210 木柱 (41.1) 21.5 匝径21.5 上部欠捐
59図24 5 B26 SBO! SP21 l 木柱 (25.6) 20.3 肛径20.3
59図25 5 824・825 SBOl SP275 木柱 (45.0) 19.6 ii'(径19.6 ト部欠祖・焦がl誼

59図26 5 D24 SBOl SP278 木柱 (36.1) 21.0 直径21.0 上部欠損・焦がし痕
62図3 5 B24 SE02（北辺） 井戸枠（転用） 40.l 36.6 4.6 スギ科スギ属スギ 焦がし痕

62國4 5 B24 SE02（東辺） 井戸枠（転用） 36.l 40.3 4.1 スギ科スギ属スギ 焦がし痕
64國2 5 D26 SP180 木柱 (19.8) 7.2 (7.2 ト部欠坦
64國3 5 D25 SP281 木柱 (28.9) 9.0 9.0 ト部欠祖
64國6 5 D24 SP378 木柱 (48.5) 24.7 直径24.5 卜蔀な坦

64國7 5 D25 SP379 木柱 (15.7) (16.9) (7.6 I欠捐（状旗悪い）
69國100 5 B24 下層包含暦 匹 4.5 1.8 1.7 スギ科スギ展スギ
69國101 5 A25 上居包含層 木簡 (5.7) 1.8 0.3 スギ科スギ属スギ 塁菩

銭貨観察表

図番号 1 区 1 グリッド 品柏 種類 銭径 (an)内径(cm) 銭厚 量目(g) 国名 初鋳年

B2 包含層 政和通官 2.45 0.7 0.12 2.27 北宋 Jlll 
4 I C20 上層包含暦 煕寧元窟 2:.3 0.65 0.1 2.62 北宋 1068 

5 I D25 上層包含暦 寛永通官 2:.3 0.65 0.1 2.78 日本 1697 
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